The Original Author of the Jingtu shi and Its Literary Quality by 齊藤, 隆信
論
文
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
齊
藤
隆
信
善
導
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
と
法
照
の
広
略
『
五
会
念
仏
法
事
讃
』
に
は
彦
琮
の
讃
偈
が
収
め
ら
れ
、
ま
た
正
倉
院
の
聖
武
天
皇
宸
翰
『
雑
集
』
に
も
「
隋
大
業
主
浄
土
詩
」
と
し
て
同
じ
作
品
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
は
【
彦
琮
作
の
礼
讃
偈
】
と
さ
れ
、
も
う
一
方
は
【
隋
大
業
主
作
の
浄
土
詩
】
と
さ
れ
て
、
作
者
も
作
品
名
も
異
な
る
同
一
作
品
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
作
品
が
流
伝
す
る
中
で
、
誰
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
か
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
の
作
者
と
作
品
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
「
和
韻
詩
」
と
い
う
観
点
か
ら
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
煬
帝
は
作
詩
を
愛
好
し
、
ま
た
そ
の
家
臣
団
に
は
自
作
の
原
詩
に
対
し
て
和
す
「
和
詩
」
や
「
和
韻
詩
」
を
多
く
作
ら
せ
て
い
る
。
そ
し
て
彦
琮
に
も
和
せ
し
め
て
い
た
と
い
う
伝
記
の
記
述
と
、
全
三
二
首
の
作
品
の
中
に
は
実
際
に
「
和
韻
詩
」
の
作
風
が
認
め
ら
れ
る
事
実
な
ど
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
が
彦
琮
の
単
独
作
品
で
は
な
く
、
隋
大
業
主
と
の
合
作
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
論
証
す
る
。
ま
た
そ
の
文
学
性
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
考
証
す
る
。
な
お
、『
浄
土
詩
』
三
二
首
の
詩
の
律
動
に
基
づ
く
〈
校
訂
テ
キ
ス
ト
〉
〈
書
き
下
し
〉〈
日
本
語
訳
〉〈
出
典
語
註
〉〈
音
韻
律
動
〉
の
訳
註
を
作
成
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
拙
著
『
隋
東
都
洛
陽
上
林
園
翻
経
館
沙
門
釈
彦
琮
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
二
二
年
）
の
資
料
篇
に
収
録
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
彦
琮
、
煬
帝
、
浄
土
詩
、
和
詩
、
和
韻
詩
〔
抄
録
〕
は
じ
め
に
彦
琮
（
五
五
七
〜
六
一
〇
）
は
従
来
の
中
国
仏
教
研
究
に
お
い
て
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
出
家
者
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
教
団
仏
教
（
学
派
・
宗
派
）
に
身
を
お
か
ず
、
そ
の
た
め
に
系
統
だ
っ
た
思
想
の
構
築
が
認
め
ら
れ
ず
、
五
四
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
著
作
の
多
く
が
散
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
一
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
の
浄
土
教
系
の
諸
宗
派
で
は
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
善
導
（
六
一
三
〜
六
八
一
）
の
儀
礼
書
『
往
生
礼
讃
偈
』
に
、
晨
朝
礼
と
し
て
こ
の
彦
琮
が
作
っ
た
讃
偈
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
実
際
の
彦
琮
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
言
う
と
、
漢
訳
事
業
に
参
画
し
た
こ
と
や
、
仁
寿
年
間
の
舎
利
遣
使
に
な
っ
た
こ
と
、
三
五
部
を
超
え
る
著
作
を
撰
述
し
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
奉
勅
に
よ
る
国
家
仏
教
の
諸
事
業
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
半
官
僚
的
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
浄
土
教
の
讃
偈
（
詩
歌
）
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
を
文
学
的
に
表
現
す
る
風
雅
な
面
も
備
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
彦
琮
が
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
讃
偈
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
作
者
の
問
題
と
作
品
の
文
学
性
に
つ
い
て
解
明
し
た
い
と
思
う(1
)。
一
、『
浄
土
詩
』
の
テ
キ
ス
ト
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
と
、
書
写
に
つ
ぐ
書
写
や
、
刊
行
に
と
も
な
う
排
版
が
繰
り
返
さ
れ
、
ま
た
度
重
な
る
引
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
初
形
態
は
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
も
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
に
古
い
テ
キ
ス
ト
が
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
限
り
な
く
作
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
に
近
し
い
も
の
と
み
な
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
『
浄
土
詩
』
の
テ
キ
ス
ト
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
主
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
以
下
の
五
件
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
概
略
を
示
し
て
お
く
。
①
善
導
『
往
生
礼
讃
偈
』
一
巻
②
智
昇
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
二
巻
③
法
照
『
浄
土
五
会
念
仏
誦
経
観
行
儀
』
三
巻
④
法
照
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
一
巻
⑤
聖
武
天
皇
宸
翰
『
雑
集
』
一
巻
①
は
大
き
く
分
け
て
日
本
伝
存
本
と
中
国
伝
存
本
と
が
あ
る
（
注
記
(1
)二
一
八
頁
を
参
照
）。
前
者
は
浄
土
宗
系
の
各
宗
派
が
所
蔵
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
複
数
の
写
本
や
版
本
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
浄
土
真
宗
聖
典
編
纂
委
員
会
編
『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』（
本
願
寺
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
を
用
い
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
後
者
は
も
っ
ぱ
ら
敦
煌
石
室
本
（
服
二
八
／
北
京
八
三
五
〇
／
BD
〇
八
二
二
八
）
で
、
廣
川
堯
敏
「
敦
煌
出
土
善
導
『
往
生
礼
讃
』
古
写
本
に
つ
い
て
」（『
善
導
大
師
の
思
想
と
そ
の
影
響
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
六
時
礼
讃
の
構
造
は
、
第
一
の
日
没
と
第
二
の
初
夜
の
詩
歌
が
『
無
量
寿
経
』
か
ら
仏
の
言
葉
の
採
集
、
第
三
の
中
夜
と
第
四
の
後
夜
が
イ
ン
ド
の
菩
薩
で
あ
る
龍
樹
と
世
親
の
詩
歌
が
用
い
ら
れ
、
第
五
の
晨
朝
と
第
六
の
日
中
の
詩
歌
に
は
中
国
の
沙
門
で
あ
る
彦
琮
と
善
導
の
詩
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
す
る
こ
と
で
、
仏
（
経
典
）・
菩
薩
（
イ
ン
ド
）・
沙
門
（
中
国
）
の
詩
歌
を
も
っ
て
一
連
の
浄
土
教
礼
讃
儀
礼
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
五
の
晨
朝
礼
は
五
言
八
句
を
一
偈
と
す
る
一
九
偈
で
あ
り
、
こ
れ
が
彦
琮
の
作
っ
た
讃
偈
で
あ
る
。
②
は
そ
の
巻
下
に
善
導
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
一
巻
が
そ
の
ま
ま
編
入
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
智
昇
に
よ
る
編
纂
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
じ
く
智
昇
の
『
開
元
釈
教
録
』
に
入
蔵
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
善
導
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
は
そ
れ
以
後
の
一
切
経
に
入
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
入
蔵
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
二
そ
こ
に
権
威
が
附
帯
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
あ
る
程
度
は
信
頼
性
が
担
保
さ
れ
る
。
本
書
も
写
本
や
大
蔵
経
所
収
の
版
本
等
が
あ
り
、
そ
の
影
印
と
翻
刻
は
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
編
『
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
四
輯
集
諸
経
礼
懺
儀
』（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
、
二
〇
〇
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
、
上
杉
智
英
に
よ
る
「
諸
本
校
異
一
覧
表
」
が
便
利
で
あ
る
。
な
お
、
こ
ち
ら
も
『
往
生
礼
讃
偈
』
そ
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
①
と
同
じ
く
一
九
首
の
み
の
引
用
で
あ
る
。
③
は
「
善
導
後
身
」（
善
導
の
生
ま
れ
変
わ
り(2
)）
と
尊
称
さ
れ
た
中
唐
期
の
法
照
禅
師
（
七
四
六
〜
八
三
八
）
が
編
纂
し
た
礼
讃
儀
礼
書
で
あ
る
。
永
泰
二
年
（
＝
太
暦
元
年
、
七
六
六
年
）
に
南
岳
に
お
い
て
五
会
念
仏
の
啓
示
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
五
台
山
に
登
っ
た
法
照
が
、
そ
の
後
大
暦
九
（
七
七
四
）
年
一
〇
月
に
太
原
の
龍
興
寺
に
て
本
書
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
本
書
巻
下
の
末
尾
に
、「
時
に
大
暦
九
年
の
冬
初
十
月
、
北
京
龍
興
寺
に
於
い
て
浄
土
念
誦
観
門
を
再
述
す
」
と
述
べ
て
い
る
（『
大
正
蔵
』
八
五
・
一
二
六
六
上
）。
テ
キ
ス
ト
は
書
写
年
代
不
明
の
敦
煌
石
室
本
（
ペ
リ
オ
二
〇
六
六
）
の
み
が
あ
り
、『
大
正
蔵
経
』
八
五
巻
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
彦
琮
の
偈
は
、
本
書
の
巻
中
に
「
琮
法
師
・
導
和
上
の
浄
土
礼
讃
」（『
大
正
蔵
』
八
五
・
一
二
四
九
上
）
と
あ
り
、
そ
の
直
後
に
全
三
二
首
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
琮
法
師
礼
讃
」（『
大
正
蔵
』
八
五
・
一
二
四
五
上
）
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
④
も
ま
た
法
照
禅
師
の
編
纂
で
、
本
書
は
③
を
も
と
に
し
て
、
よ
り
短
時
間
で
執
行
で
き
る
儀
礼
用
に
改
稿
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
近
世
の
版
本
が
数
種
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
『
大
正
蔵
経
』
四
七
巻
や
『
浄
土
宗
全
書
』
六
巻
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
一
一
首
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
⑤
は
正
倉
院
北
倉
に
収
蔵
さ
れ
る
聖
武
天
皇
の
遺
品
で
あ
り
、
天
平
三
（
七
三
一
）
年
九
月
八
日
に
天
皇
手
ず
か
ら
書
写
し
た
と
い
う
そ
の
来
歴
か
ら
し
て
、
他
の
資
料
を
凌
駕
す
る
貴
重
で
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
さ
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
封
印
さ
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
浄
土
詩
』
は
原
初
形
態
に
近
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
全
三
二
首
あ
る
が
、
先
の
③
と
は
そ
の
順
序
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
そ
の
影
印
と
し
て
は
古
く
は
、
佐
佐
木
信
綱
編
『
南
都
秘
极
』
第
壱
集
（
一
九
二
一
年
）、
武
内
義
雄
「
聖
武
天
皇
宸
翰
雑
集
隋
大
業
主
浄
土
詩
と
往
生
礼
讃
」
（『
文
化
』
二
一
巻
六
号
、
一
九
五
七
年
）
が
あ
る
が
、
影
印
と
翻
刻
は
合
田
時
江
編
『
聖
武
天
皇
『
雑
集
』
漢
字
総
索
引
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
っ
て
有
用
で
あ
る
。
彦
琮
の
『
浄
土
詩
』
は
、「
隋
大
業
主
浄
土
詩
」
と
し
て
表
題
が
示
さ
れ
て
引
用
さ
れ
、
そ
こ
に
彦
琮
の
名
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
本
書
を
底
本
と
し
て
①
〜
④
と
の
校
異
を
示
し
た
の
が
、
王
三
慶
〔
二
〇
一
三(3
)〕
で
あ
る
。
ま
た
本
書
を
文
学
作
品
と
し
て
み
な
し
た
上
で
詩
の
律
動
（
リ
ズ
ム
）
を
重
視
し
た
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
の
が
注
記
(1
)拙
著
〔
二
〇
一
五
〕
資
料
篇
の
①
「
彦
琮
の
讃
偈
」
で
あ
る
。
＊
＊
＊
以
上
、『
浄
土
詩
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
五
件
を
示
し
た
が
、
も
う
一
件
だ
け
追
加
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
唐
彦
琮
法
師
集
」
で
あ
る
。
本
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
解
説
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
人
探
検
家
コ
ズ
ロ
フ
（
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ク
ズ
ミ
ッ
チ
・
コ
ズ
ロ
フ
／
一
八
六
三
〜
一
九
三
五
）
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
・
ホ
ト
（
内
蒙
古
自
治
区
に
あ
る
西
夏
の
遺
蹟
で
、
中
国
で
は
黒
水
城
と
呼
ば
れ
る
）
の
遺
跡
に
お
い
て
発
見
さ
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
三
れ
た
写
本
で
あ
り
、
現
在
は
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
俄
蔵
B2
）。
影
印
は
『
俄
蔵
黒
水
城
文
献
⑥
』（
上
海
古
籍
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
カ
ラ
・
ホ
ト
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
写
本
は
概
ね
一
一
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
も
そ
の
時
期
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
本
写
本
は
線
訂
冊
頁
装
（
冊
子
本
）
で
二
七
紙
、「
唐
彦
琮
法
師
集
」
を
含
む
四
つ
の
典
籍
が
一
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
表
紙
を
欠
い
て
い
る
の
で
全
体
の
書
題
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
四
典
籍
の
表
題
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
白
衆
等
各
誦
往
生
極
楽
偈
唐
彦
琮
法
師
集
無
量
寿
如
来
念
誦
修
観
行
儀
軌
一
巻
西
方
浄
土
礼
こ
の
「
唐
彦
琮
法
師
集
」
は
「
唐
」
と
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
「
隋
」
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
写
さ
れ
た
の
が
一
一
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
の
頃
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
隋
の
彦
琮
は
中
国
仏
教
史
の
中
に
埋
没
し
、
そ
の
た
め
唐
の
彦
悰
と
錯
綜
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
写
本
は
『
浄
土
詩
』
や
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
の
三
二
首
の
う
ち
か
ら
九
首
を
抜
粋
し
た
の
で
は
な
く
、『
往
生
礼
讃
偈
』
か
ら
抜
粋
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
九
首
を
『
往
生
礼
讃
偈
』
の
順
番
と
対
照
す
れ
ば
、
第
一
・
二
・
三
・
四
・
一
九
・
二
〇
・
五
・
六
・
七
偈
に
相
当
し
、『
浄
土
詩
』
に
対
照
す
れ
ば
、
第
一
・
二
・
三
・
五
・
一
五
・
一
六
・
一
四
（
一
七
）・
七
・
一
〇
偈
に
相
当
す
る
。
次
に
先
行
研
究
成
果
を
紹
介
す
れ
ば
、
ま
ず
は
内
藤
虎
二
郎
「
聖
武
天
皇
宸
翰
雑
集
」〔
一
九
二
一
〕
が
あ
り
、
そ
の
後
に
岩
井
大
慧
の
「
聖
武
天
皇
宸
翰
雑
集
に
見
え
た
る
隋
大
業
主
浄
土
詩
に
つ
い
て
」〔
一
九
二
八
〕、
お
よ
び
「
広
法
事
讃
を
通
し
て
再
び
聖
武
天
皇
宸
翰
浄
土
詩
を
論
ず
」〔
一
九
三
四
〕
で
あ
る(4
)。
そ
れ
以
後
の
『
浄
土
詩
』
の
研
究
は
す
べ
て
、
こ
の
岩
井
の
詳
細
な
報
告
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
後
は
訳
註
を
含
め
て
、
上
杉
文
秀
『
善
導
大
師
及
往
生
礼
讃
の
研
究
』
四
三
五
〜
四
三
八
頁
（
法
藏
館
、
一
九
三
一
年
）、
松
陰
了
諦
『
往
生
礼
讃
本
文
校
異
並
に
前
序
の
研
究
』（
興
教
書
院
、
一
九
三
七
年
）、
武
内
義
雄
「
聖
武
天
皇
宸
翰
雑
集
隋
大
業
主
浄
土
詩
と
往
生
礼
讃
」（『
文
化
』
二
一
巻
六
号
、
一
九
五
七
年
）、
藤
原
凌
雪
『
往
生
礼
讃
概
説
』
一
七
三
頁
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
近
年
で
は
柴
田
泰
山
「
善
導
『
往
生
礼
讃
』
所
引
の
彦
琮
法
師
「
願
往
生
礼
讃
偈
」
に
つ
い
て
」（『
三
康
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
九
、
二
〇
一
八
年
）
が
、
三
二
首
の
中
か
ら
善
導
が
一
九
首
を
取
捨
選
択
し
た
理
由
な
ど
を
推
定
し
て
い
る
。
三
二
首
こ
そ
が
彦
琮
が
作
っ
た
原
初
形
態
で
あ
る
と
想
定
し
た
と
き
、
善
導
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
一
九
首
や
、
法
照
の
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
の
一
一
首
は
、
ど
ち
ら
も
何
ら
か
の
基
準
が
あ
っ
て
採
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
省
か
れ
た
一
三
首
や
二
一
首
も
ま
た
し
か
る
べ
き
基
準
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
。
二
、『
浄
土
詩
』
の
成
立
背
景
彦
琮
の
伝
記
は
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
の
訳
経
篇
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
訳
経
篇
と
は
仏
典
を
漢
訳
し
た
出
家
僧
侶
の
生
涯
を
、
そ
の
功
績
で
あ
る
漢
訳
事
業
を
中
心
に
再
構
成
し
た
篇
目
で
あ
る
。
隋
代
の
漢
訳
者
と
し
て
四
人
が
紹
介
さ
れ
て
お
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
四
り
、
前
三
人
は
イ
ン
ド
か
ら
来
た
外
国
僧
（
那
連
提
黎
耶
舎
・
闍
那
崛
多
・
達
摩
笈
多
）
で
あ
り
、
彦
琮
一
人
が
中
国
人
僧
侶
と
し
て
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
の
彦
琮
が
漢
訳
僧
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
言
う
証
拠
に
な
る
が
、
実
は
彦
琮
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
ず
か
五
四
年
の
生
涯
の
中
に
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、『
通
極
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
三
五
部
以
上
の
著
作
を
残
し
た
こ
と
を
評
価
す
れ
ば
、
義
解
篇
の
僧
と
し
て
立
伝
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
福
田
論
』
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
護
法
篇
に
、
舎
利
遣
使
と
し
て
感
得
し
た
奇
瑞
に
注
目
す
れ
ば
感
通
篇
に
、
梵
語
原
典
を
日
々
読
誦
し
て
い
た
こ
と
か
ら
は
読
誦
篇
に
、
そ
し
て
経
典
の
文
疏
や
『
唱
導
法
』
を
撰
述
し
た
こ
と
に
よ
り
雑
科
声
徳
篇
に
と
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
ふ
ま
え
る
と
、『
続
高
僧
伝
』
の
ど
の
篇
目
に
立
伝
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
八
面
六
臂
の
広
い
活
動
を
知
れ
ば
、
訳
経
篇
だ
け
に
収
ま
っ
て
い
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
な
ぜ
彦
琮
が
こ
の
よ
う
に
広
範
に
し
て
、
ま
た
数
多
く
の
功
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
自
身
の
能
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
条
件
が
整
っ
て
い
た
こ
と
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
趙
郡
の
名
門
李
氏
一
族
に
生
ま
れ
、
そ
の
た
め
出
家
し
て
も
官
僚
文
士
と
い
っ
た
知
識
人
ら
と
交
誼
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
そ
の
後
の
彦
琮
の
活
動
に
必
ず
や
光
と
影
を
落
と
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
一
二
歳
で
『
無
量
寿
経
』
を
講
義
し
、
そ
の
講
筵
に
は
王
劭
が
親
し
く
聴
講
し
て
お
り
、
一
四
歳
で
も
北
斉
の
朝
臣
の
前
で
『
大
智
度
論
』
を
講
義
し
、
さ
ら
に
同
じ
年
に
皇
帝
の
後
主
温
公
、
斛
律
皇
后
、
胡
皇
太
后
に
『
仁
王
経
』
を
講
義
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
北
斉
、
北
周
、
隋
の
文
人
知
識
人
と
の
交
流
は
絶
え
る
こ
と
な
く
続
き
、
彦
琮
の
伝
記
で
登
場
す
る
出
家
者
が
わ
ず
か
四
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
在
家
の
知
識
人
は
三
一
人
（
皇
族
一
〇
人
、
文
人
等
二
一
人
）
を
数
え
る
こ
と
か
ら
、
彦
琮
が
い
か
な
る
人
物
と
身
近
に
接
し
、
そ
れ
だ
け
に
彼
ら
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
透
け
て
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
彦
琮
は
出
家
者
よ
り
も
在
家
者
と
の
交
流
が
圧
倒
的
に
多
い
特
殊
な
僧
侶
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
彦
琮
の
讃
偈
は
も
と
五
言
八
句
を
一
偈
と
す
る
三
二
偈
だ
っ
た
こ
と
は
、『
浄
土
五
会
念
仏
誦
経
観
行
儀
』
や
『
雑
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
前
者
は
「
琮
法
師
・
導
和
上
の
浄
土
礼
讃
」
と
あ
り
、
後
者
は
「
隋
大
業
主
浄
土
詩
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
善
導
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
で
は
六
時
の
第
五
晨
朝
に
お
い
て
「
彦
琮
法
師
願
往
生
礼
讃
偈
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
（
た
だ
し
一
九
偈
の
み
）。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
二
偈
は
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
を
讃
歎
す
る
「
宗
教
歌
」
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
音
楽
的
・
音
韻
的
な
律
動
（
リ
ズ
ム
）
の
精
緻
さ
か
ら
「
文
学
詩
」
と
し
て
も
評
価
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
前
掲
拙
著
〔
二
〇
一
五
〕
一
八
三
頁
を
参
照
）。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、「
礼
讃
偈・
」
で
あ
り
、
ま
た
「
礼
讃
詩・
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
作
品
数
を
「
三
二
偈・
」
と
も
「
三
二
首・
」
と
も
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
彦
琮
が
音
韻
学
的
律
動
を
配
慮
し
た
三
二
首
の
作
品
を
作
り
、
後
に
善
導
に
継
承
さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
味
気
な
い
無
韻
の
讃
偈
か
ら
、
音
響
効
果
の
あ
る
有
韻
の
讃
偈
へ
と
方
向
づ
け
た
こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
く(5
)、
そ
の
意
味
で
こ
の
三
二
首
は
ま
さ
し
く
従
来
の
作
風
を
一
変
さ
せ
た
画
期
的
な
作
品
だ
っ
た
と
言
え
る
。
本
節
で
は
あ
く
ま
で
も
彦
琮
が
中
国
詩
の
律
動
を
意
識
し
な
が
ら
作
っ
た
文
学
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
五
的
芳
香
の
す
る
讃
偈
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
う
し
た
作
品
が
作
ら
れ
る
背
景
・
条
件
と
し
て
予
想
さ
れ
る
知
識
文
士
と
の
交
流
を
眺
め
て
お
く
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
彦
琮
伝
に
そ
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
在
家
の
知
識
人
は
三
一
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
の
ほ
と
ん
ど
が
正
史
に
単
独
で
立
伝
さ
れ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
付
伝
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
功
績
を
あ
げ
た
官
僚
文
士
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
数
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
彦
琮
が
出
家
し
て
か
ら
こ
う
し
た
文
士
と
交
流
し
始
め
る
の
は
、
北
斉
の
文
林
館
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
彦
琮
本
人
も
出
家
の
身
で
あ
り
な
が
ら
一
六
歳
に
し
て
待
詔
文
林
館
に
抜
擢
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
林
館
と
は
、
北
斉
の
後
主
の
治
世
、
武
徳
四
（
五
七
三
）
年
二
月
に
完
成
し
た
北
斉
の
学
府
で
あ
り
、
類
書
で
あ
る
『
修
文
殿
御
覧
』
三
六
〇
巻
の
編
集
が
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
将
来
を
担
う
若
者
を
中
心
と
す
る
有
望
な
人
材
が
全
国
か
ら
召
集
さ
れ
て
い
た
。
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
人
材
が
集
め
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
北
斉
書
』
巻
四
五
列
伝
三
七
の
文
苑
に
は
五
〇
人
以
上
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
山
崎
宏
は
こ
れ
を
も
と
に
さ
ら
に
諸
史
料
を
渉
猟
し
て
、
あ
わ
せ
て
六
五
名
を
抜
き
出
し
た
一
覧
表
を
作
成
し
て
い
る(6
)。
こ
の
よ
う
な
選
抜
さ
れ
た
学
士
は
「
待
詔
文
林
館
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
彦
琮
は
わ
ず
か
一
六
歳
に
し
て
こ
う
し
た
若
い
文
士
ら
と
交
流
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
六
五
名
の
う
ち
彦
琮
の
伝
記
に
登
場
す
る
人
物
は
、
王
劭
・
盧
思
道
・
元
行
恭
・
陽
休
之
・
辛
徳
源
・
陸
開
明
・
薛
道
衡
・
劉
善
経
・
蕭
愨
・
諸
葛
潁
の
一
〇
人
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
彦
琮
と
同
郷
同
族
の
李
孝
貞
・
李
孝
基
の
兄
弟
も
待
詔
文
林
館
の
成
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
隋
書
』
巻
三
五
経
籍
志
四
の
総
集
に
は
、「
文
林
館
詩
府
八
巻
後
斉
文
林
館
作
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
林
館
で
は
『
修
文
殿
御
覧
』
の
編
纂
だ
け
で
な
く
、
若
き
待
詔
文
林
館
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
詩
文
や
楽
府
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
下
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
で
は
、
北
斉
詩
と
し
て
蕭
愨
・
陽
休
之
の
作
品
を
、
隋
詩
と
し
て
煬
帝
を
は
じ
め
、
盧
思
道
・
孫
万
寿
・
辛
徳
源
・
元
行
恭
・
何
妥
・
楊
素
・
薛
道
衡
・
諸
葛
潁
の
作
品
を
翻
刻
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
士
も
み
な
彦
琮
伝
に
登
場
し
、
彦
琮
に
関
わ
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
彦
琮
二
一
歳
の
と
き
、
北
周
が
北
斉
を
平
定
し
た
際
に
、
北
斉
の
文
士
一
八
人
が
選
抜
さ
れ
て
北
周
の
長
安
に
招
致
さ
れ
て
い
る(7
)。
こ
の
一
八
人
が
当
時
の
北
斉
の
一
流
の
文
士
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
う
ち
彦
琮
伝
に
名
が
見
え
る
の
は
王
劭
・
盧
思
道
・
元
行
恭
・
陽
休
之
・
辛
徳
源
・
陸
開
明
・
薛
道
衡
の
七
人
で
あ
る
。
ま
た
、
正
史
の
中
で
立
伝
さ
れ
て
い
る
分
類
を
確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
陽
休
之
・
蕭
愨
は
と
も
に
『
北
斉
書
』
の
文
苑
の
項
に
立
伝
さ
れ
、
劉
善
経
・
孫
万
寿
・
諸
葛
潁
は
み
な
『
隋
書
』
の
文
学
の
項
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
彦
琮
伝
に
登
場
す
る
在
俗
知
識
人
は
、
や
は
り
当
時
一
流
の
知
識
文
士
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詩
文
や
音
韻
に
意
識
し
つ
つ
、
も
う
少
し
細
か
く
正
史
に
立
て
ら
れ
て
い
る
人
物
伝
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
陽
休
之
に
つ
い
て
『
北
史
』
巻
四
七
列
伝
三
五
に
、
儁
爽
に
し
て
風
概
あ
り
、
学
を
好
み
文
藻
を
愛
す
。
時
人
、
之
が
為
に
語
り
て
曰
く
「
能
賦
能
詩
の
陽
休
之
」
と
。
と
あ
り
、
陽
休
之
の
詩
賦
に
対
す
る
高
い
評
価
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
北
斉
書
』
巻
四
四
列
伝
三
六
の
孫
霊
暉
の
伝
が
あ
り
、
そ
の
子
と
し
て
紹
介
さ
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
六
れ
る
孫
万
寿
の
伝
に
は
、
辞
藻
あ
り
、
尤
も
詩
詠
に
甚
だ
し
。
と
あ
る
。
さ
ら
に
盧
思
道
に
つ
い
て
の
評
価
は
隋
代
で
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
、
ま
ず
『
北
斉
書
』
巻
四
五
列
伝
三
七
の
文
苑
に
は
「
以
文
章
著
名
」
と
激
賞
さ
れ
、
『
隋
書
』
巻
五
七
列
伝
二
二
で
も
、
北
斉
の
文
宣
帝
崩
じ
、
当
朝
文
士
各
々
挽
歌
十
首
を
作
る
。
其
の
善
な
る
者
を
択
び
て
之
を
用
う
る
に
、
魏
收
・
陽
休
之
・
祖
孝
徴
（
祖
珽
）
等
、
一
・
二
首
を
得
る
に
過
ぎ
ず
、
唯
だ
〔
盧
〕
思
道
の
み
独
り
八
首
を
得
た
り
。
故
に
時
人
は
称
し
て
「
八
米
盧
郎
」
と
為
す
。
と
あ
る
よ
う
に
、
北
斉
の
文
宣
帝
が
崩
御
し
た
と
き
、
魏
收
・
陽
休
之
・
祖
珽
と
い
っ
た
並
み
居
る
朝
臣
文
士
た
ち
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
首
ず
つ
哀
悼
の
詩
歌
を
作
っ
た
が
、
盧
思
道
の
作
品
だ
け
が
一
〇
首
の
う
ち
八
首
が
採
用
さ
れ
、
他
の
文
士
は
わ
ず
か
一
首
か
二
首
に
と
ど
ま
っ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
伝
記
に
は
、
周
の
武
帝
、
斉
を
平
ら
げ
、
儀
同
三
司
を
授
け
、
追
っ
て
長
安
に
赴
き
、
同
輩
の
陽
休
之
等
数
人
と
『
聴
蝉
鳴
篇
』
を
作
る
。〔
盧
〕
思
道
の
為
す
所
、
詞
意
清
切
に
し
て
時
人
の
重
ん
ず
る
所
と
為
る
。
新
野
の
庾
信
、
徧
く
諸
の
同
作
の
者
を
覧
て
深
く
之
を
歎
美
す
。
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
南
陽
郡
新
野
出
身
の
庾
信
（
五
一
三
〜
五
八
二
）
は
、
梁
の
滅
亡
に
よ
っ
て
西
魏
・
北
周
に
仕
え
た
文
士
で
あ
る
。
そ
の
庾
信
か
ら
も
嘆
美
さ
れ
る
ほ
ど
盧
思
道
の
作
品
は
み
ご
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
何
妥
に
つ
い
て
も
、『
隋
書
』
巻
七
五
列
伝
四
〇
（
儒
林
）
に
立
伝
さ
れ
て
お
り
、
音
楽
に
も
造
詣
が
深
く
、
自
ら
語
っ
て
言
う
に
は
、
臣
少
き
よ
り
音
律
を
好
み
、
意
を
管
絃
に
留
め
、
年
耆
老
と
雖
も
頗
る
皆
な
記
憶
せ
り
。
と
述
べ
る
ほ
ど
で
、
音
律
を
考
定
し
て
宮
廷
音
楽
の
発
展
（
楽
制
の
改
革
）
に
も
寄
与
し
た
。
次
に
劉
善
経
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
巻
七
六
列
伝
四
一
（
文
学
）
に
短
い
伝
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
『
四
声
指
帰
』
一
巻
を
著
し
て
世
に
広
ま
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
漢
字
音
の
解
説
書
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
当
時
は
陸
法
言
の
『
切
韻
』（
六
〇
一
年
の
成
立
）
や
、
顔
之
推
の
『
顔
之
家
訓
』
音
辞
篇
（
六
〇
〇
年
前
後
の
成
立
）
が
編
纂
さ
れ
、
南
北
の
漢
字
音
と
そ
の
音
韻
体
系
に
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
る
。
劉
善
経
も
文
壇
の
好
学
的
環
境
の
中
で
独
自
の
四
声
論
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
劉
善
経
は
『
北
斉
書
』
巻
四
五
列
伝
三
七
の
文
苑
に
待
詔
文
林
館
の
文
士
が
列
記
さ
れ
て
い
る
中
で
、「
信
都
の
劉
善
経
」
と
見
え
る
。
よ
っ
て
、
彦
琮
と
同
じ
く
北
斉
の
文
林
館
の
頃
か
ら
の
旧
知
の
仲
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
右
に
示
し
た
音
韻
辞
典
の
『
切
韻
』
が
仁
寿
元
（
六
〇
一
）
年
に
編
纂
さ
れ
、
そ
れ
以
後
の
文
学
界
に
お
い
て
絶
対
的
な
権
威
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
本
書
の
作
者
陸
法
言
の
父
親
が
彦
琮
伝
に
そ
の
名
が
見
え
る
陸
開
明
で
あ
る
。
彼
も
北
斉
時
代
は
待
詔
文
林
館
で
あ
り
、
北
周
に
招
致
さ
れ
た
一
八
文
士
で
も
あ
っ
た
。
長
安
に
向
か
う
陸
開
明
の
旅
支
度
の
中
身
は
数
千
巻
の
書
籍
だ
け
で
あ
っ
た
と
驚
き
と
と
も
に
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
『
切
韻
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
の
が
彦
琮
伝
に
登
場
す
る
盧
思
道
・
辛
徳
源
・
薛
道
衡
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
隋
書
』
巻
三
五
の
経
籍
志
四
の
別
集
の
項
に
隋
代
の
一
八
人
の
撰
述
し
た
文
集
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
彦
琮
伝
に
名
が
見
え
る
文
士
を
示
す
と
、
以
下
の
七
人
と
そ
の
文
集
で
あ
る
。
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
七
武
陽
太
守
盧
思
道
集
三
十
巻
蜀
王
府
記
室
辛
徳
源
集
三
十
巻
司
隸
大
夫
薛
道
衡
集
三
十
巻
太
尉
楊
素
集
十
巻
国
子
祭
酒
何
妥
集
十
巻
記
室
参
軍
蕭
愨
集
九
巻
著
作
郎
諸
葛
潁
集
十
四
巻
こ
れ
だ
け
の
文
士
知
識
人
と
常
に
交
流
し
て
い
た
の
が
彦
琮
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
＊
＊
＊
以
上
は
官
僚
文
士
で
あ
る
が
、
煬
帝
と
の
交
流
も
浅
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
煬
帝
が
帝
位
に
就
く
は
る
か
前
の
開
皇
三
（
五
八
三
）
年
、
彦
琮
二
七
歳
に
し
て
并
州
で
『
金
光
明
経
』『
勝
鬘
経
』『
般
若
経
』
等
を
講
じ
た
時
に
始
ま
り
、
以
後
五
四
歳
で
卒
す
る
ま
で
の
二
七
年
間
、
つ
ま
り
彦
琮
の
ち
ょ
う
ど
後
半
生
に
お
い
て
両
者
の
交
流
し
か
も
文
芸
方
面
に
お
け
る
交
流
は
続
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彦
琮
は
北
斉
・
北
周
の
ど
の
皇
帝
よ
り
も
、
ま
た
隋
の
文
帝
よ
り
も
は
る
か
に
煬
帝
と
の
関
わ
り
の
方
が
長
く
親
密
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
彦
琮
伝
に
は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
四
三
七
上
）。
爾
の
後
、
王
の
新
詠
旧
叙
、
恒・
に・
之・
を・
和・
せ・
し・
む・
。
又
た
蕭
愨
、
諸
葛
潁
等
の
群
賢
を
遣
わ
し
て
、
迭
い
に
往
い
て
参
問
せ
し
め
、
名
理
を
談
対
し
、
宗
師
と
し
て
帰
す
る
こ
と
あ
り
。
新
詠
旧
叙
と
は
晋
王
楊
広
（
煬
帝
）
が
、
か
つ
て
製
し
た
作
品
か
ら
新
た
に
撰
し
た
作
品
ま
で
、
す
べ
て
の
詩
文
そ
の
他
の
叙
情
、
叙
事
に
関
わ
る
作
品
に
対
し
、
彦
琮
が
「
和
」
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
煬
帝
と
言
う
と
、
隋
を
崩
壊
に
導
い
た
愚
暗
の
暴
君
と
し
て
悪
評
高
い
が
、
実
は
教
養
あ
る
文
化
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る(8
)。
こ
の
煬
帝
の
詩
文
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
「
隋
大
業
主
」
を
解
説
す
る
際
に
も
う
少
し
説
明
す
る
。
ま
た
、
彦
琮
が
煬
帝
の
新
旧
の
作
品
に
「
和
」
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
『
浄
土
詩
』
の
成
立
を
解
く
重
要
な
鍵
に
な
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
次
節
で
述
べ
る
。
さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
彦
琮
は
出
家
者
と
の
交
流
よ
り
も
こ
の
よ
う
に
詩
文
学
・
音
韻
学
な
ど
文
学
全
般
に
明
る
い
知
識
文
士
ら
と
の
交
誼
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
う
し
た
環
境
に
身
を
置
い
て
い
た
こ
と
で
彦
琮
の
文
芸
も
磨
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
は
『
浄
土
詩
』
の
よ
う
な
ほ
ぼ
完
璧
な
作
品
と
し
て
実
を
結
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
彦
琮
は
単
な
る
出
家
者
で
は
な
く
、
文
学
者
で
も
あ
っ
た
の
は
こ
う
し
た
条
件
が
整
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
彦
琮
の
浄
土
信
仰
に
つ
い
て
は
、
彦
琮
伝
に
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
四
三
六
中
）、
便
ち
鄴
下
に
遊
び
、
講
席
に
因
循
し
、
乃
ち
郷
寺
に
返
り
『
無
量
寿
経
』
を
講
ず
。
と
あ
る
よ
う
に
、
北
斉
の
天
統
四
（
五
六
八
）
年
、
一
二
歳
の
と
き
、
郷
里
の
寺
で
『
無
量
寿
経
』
を
講
義
し
た
と
あ
る
こ
と
だ
け
し
か
判
明
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
大
業
六
（
六
一
〇
）
年
七
月
二
四
日
、
臨
終
を
迎
え
る
朝
に
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
四
三
七
下
）、
水
を
索
め
て
手
を
盥
ぎ
、
香
を
焚
き
て
、
弥
勒
の
画
像
を
迎
え
、
合
掌
し
て
諦
か
に
観
る
…
…
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
勒
菩
薩
の
絵
像
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
よ
り
も
、
晩
年
に
は
弥
勒
信
仰
が
よ
り
濃
厚
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
は
す
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
八
で
に
弥
勒
信
仰
よ
り
も
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
方
が
隆
盛
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
『
観
無
量
寿
経
』
が
漢
訳
さ
れ
て
お
よ
そ
百
年
す
る
頃
に
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
が
そ
れ
以
前
の
弥
勒
信
仰
を
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る(9
)。
彦
琮
は
そ
う
し
た
流
れ
に
乗
じ
て
阿
弥
陀
浄
土
の
礼
讃
偈
を
作
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
、「
隋
大
業
主
」
と
い
う
こ
と
正
倉
院
の
聖
武
天
皇
宸
翰
『
雑
集
』
で
は
、
作
者
と
作
品
名
を
「
隋
大
業
主
浄
土
詩
」
と
し
て
い
る
。『
雑
集
』
は
、
そ
の
末
尾
に
「
天
平
三
（
七
三
一
）
年
九
月
八
日
写
了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
聖
武
天
皇
（
七
〇
一
〜
七
五
六
）
が
三
一
歳
の
時
に
書
写
し
た
も
の
で
、
天
皇
が
崩
御
し
て
四
九
日
に
あ
た
る
「
天
平
勝
宝
八
（
七
五
六
）
年
歳
六
月
二
十
一
日
」
に
、
光
明
皇
太
后
（
七
〇
一
〜
七
六
〇
）
に
よ
っ
て
東
大
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
御
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
資
料
と
し
て
の
伝
承
が
き
わ
め
て
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、「
隋
大
業
主
浄
土
詩
」
と
い
う
表
題
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
「
大
業
主
」
が
隋
第
二
代
皇
帝
の
煬
帝
を
指
す
と
い
う
内
藤
虎
次
郎
以
来
の
指
摘
は
正
し
い
と
思
う
が(10
)、
通
常
、
そ
の
よ
う
な
表
記
法
は
他
に
な
い
。
岩
井
大
慧
〔
一
九
二
八
〕
は
、
彦
琮
の
讃
偈
が
ど
う
し
て
「
隋
大
業
主
浄
土
詩
」
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
二
つ
の
仮
説
を
立
て
て
お
り
、
ま
た
「
大
業
主
」
と
い
う
表
記
法
は
和
臭
で
あ
っ
て
、
日
本
の
学
問
僧
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
推
測
の
積
み
重
ね
が
説
得
力
を
欠
い
て
い
る(11
)。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
の
彦
琮
伝
に
注
目
し
て
み
る
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
四
三
七
下
）。
大
業
二
（
六
〇
六
）
年
、
東
都
新
治
す
。
諸
の
沙
門
と
闕
に
詣
り
朝
賀
す
。
特
に
召
さ
れ
て
内
禁
に
入
り
、
故
を
叙
し
宵
を
累
ね
、
治・
体・
を
談・
述・
し
、
文・
頌・
を
呈・
示・
す
。
其
れ
時・
主・
の
知
る
と
こ
ろ
と
為
る
こ
と
此
の
如
し
。
因
り
て
即
ち
勅
を
下
し
、
洛
陽
上
林
園
に
お
い
て
翻
経
館
を
立
て
以
て
之
に
処
ら
し
め
、
供
給
の
事
隆さか
ん
に
し
て
、
関
輔
（
漢
中
と
そ
の
周
辺
の
三
輔
地
区
）
に
倍
逾
す
。
こ
こ
で
煬
帝
を
「
時
主
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
時
」
と
は
煬
帝
一
世
の
年
号
は
大
業
の
み
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
詩
の
撰
者
で
あ
る
「
隋
大
業
主
」
と
は
や
は
り
煬
帝
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
煬
帝
と
は
そ
の
没
後
、
唐
代
に
な
っ
て
与
え
ら
れ
た
諡
号
で
あ
る
。「
煬
」
と
は
「
あ
ぶ
る
・
焼
く
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
諡
号
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
そ
の
存
在
を
貶
め
て
い
る
の
で
、
た
と
え
ば
「
隋
煬
帝
浄
土
詩
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
本
名
の
楊
広
は
諱
で
あ
り
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
も
不
敬
に
な
る
。
そ
し
て
当
時
す
で
に
煬
帝
の
暴
虐
ぶ
り
は
我
が
国
に
も
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
作
品
と
し
て
は
立
派
で
あ
っ
て
も
、
作
者
名
を
直
接
的
に
表
記
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
う
し
た
時
、
煬
帝
治
世
中
の
唯
一
の
元
号
で
あ
る
大
業
を
も
っ
て
、
婉
曲
的
に
「
大
業
主
」
と
表
記
し
た
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彦
琮
伝
に
「
時
主
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
補
強
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
隋
大
業
主
」
の
表
記
が
中
日
の
ど
ち
ら
で
誰
に
命
名
さ
れ
た
の
か
は
不
明
。
煬
帝
は
中
国
史
に
お
い
て
暴
君
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
在
位
中
に
は
三
度
の
高
句
麗
遠
征
、
林
邑
国
（
チ
ャ
ン
パ
国
）
へ
の
出
兵
、
運
河
の
開
鑿
、
長
城
の
修
築
の
た
め
民
衆
を
動
員
し
、
自
ら
は
奢
侈
と
荒
淫
を
き
わ
め
た
生
活
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
煬
帝
で
は
あ
っ
た
が
、
実
は
数
多
く
の
詩
文
を
作
っ
た
風
流
な
文
化
人
で
も
あ
り
、『
広
弘
明
集
』
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
九
に
も
数
首
が
収
め
ら
れ
、
逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
下
冊
（
二
六
六
一
頁
〜
二
六
七
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
は
、
楽
府
と
詩
を
あ
わ
せ
て
四
〇
以
上
の
煬
帝
の
作
品
を
録
し
て
い
る
。
ま
た
『
隋
書
』
巻
三
五
の
経
籍
志
四
の
別
集
の
項
の
冒
頭
に
「
煬
帝
集
五
十
五
巻
」
と
記
録
さ
れ
て
お
り(12
)、
前
節
で
確
認
し
た
隋
代
の
文
士
一
八
人
の
中
で
盧
思
道
・
辛
徳
源
・
薛
道
衡
の
文
集
が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
巻
ず
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
煬
帝
は
五
五
巻
の
文
集
を
撰
述
し
て
い
た
わ
け
で
、
し
か
も
そ
の
作
品
群
の
評
価
は
、
執
政
の
悪
評
と
は
裏
腹
に
唐
代
で
は
す
ご
ぶ
る
高
か
っ
た(13
)。
し
か
し
、
現
存
す
る
煬
帝
の
作
品
中
の
長
編
と
言
っ
て
も
、
楽
府
で
は
「
白
馬
篇
」
の
五
言
三
四
句
、「
飲
馬
長
城
窟
行
」
の
五
言
三
〇
句
が
あ
り
、
ま
た
詩
で
は
「
冬
至
乾
陽
殿
受
朝
詩
」
の
五
言
二
〇
句
で
あ
っ
て
、
他
は
み
な
短
編
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
浄
土
詩
の
よ
う
な
五
言
八
句
三
二
首
（
全
二
五
六
句
）
か
ら
な
る
長
編
は
煬
帝
の
現
存
す
る
作
品
中
に
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
上
引
の
彦
琮
伝
に
、「
治
体
を
談
述
し
、
文
頌
を
呈
示
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
煬
帝
と
彦
琮
は
、
文
学
方
面
に
お
い
て
も
交
流
す
る
間
柄
に
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
「
文
頌
」
と
は
何
ら
か
の
韻
文
作
品
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
彦
琮
伝
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
彦
琮
が
広
く
文
芸
に
秀
で
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
情
報
が
い
く
つ
も
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
斉
の
待
招
文
林
館
と
な
っ
て
陽
休
之
ら
と
交
友
し
、『
修
文
殿
御
覧
』
三
六
〇
巻
の
編
纂
に
参
与
し
た
こ
と
、
北
周
の
通
道
観
学
士
と
な
っ
て
宇
文
愷
ら
と
交
友
し
、『
無
上
秘
要
』
百
巻
の
編
纂
に
参
与
し
た
こ
と
、
北
周
朝
士
の
王
劭
・
辛
徳
源
・
陸
開
明
・
唐
怡
ら
と
「
文
外
玄
友
」
と
し
て
交
誼
を
重
ね
た
こ
と
、
陸
彦
師
・
薛
道
衡
・
劉
善
経
・
孫
万
寿
と
と
も
に
『
内
典
文
会
集
』
を
編
纂
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
数
多
く
の
漢
訳
経
典
に
添
え
る
序
文
（
少
な
く
と
も
二
六
部
）
を
製
作
し
た
こ
と
、
そ
し
て
『
福
田
論
』
や
『
通
学
論
』
に
お
い
て
架
空
の
人
物
の
対
話
を
設
定
し
て
文
章
を
組
み
立
て
た
構
成
力
な
ど
で
あ
る
。
彦
琮
は
出
家
者
よ
り
も
在
家
の
知
識
人
と
の
交
流
の
ほ
う
が
は
る
か
に
濃
密
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
み
な
官
僚
で
あ
り
文
人
で
も
あ
っ
た
。
彦
琮
が
活
動
す
る
際
に
陰
に
な
り
日
向
に
な
っ
て
支
え
て
い
た
の
は
そ
う
し
た
文
人
知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
彦
琮
が
単
に
出
家
僧
と
し
て
の
顔
だ
け
を
も
つ
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
煬
帝
と
彦
琮
の
二
人
が
「
談
述
」
し
た
「
治
体
」
と
「
呈
示
」
し
た
「
文
頌
」
が
具
体
的
に
何
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
「
治
体
」
と
は
規
範
と
す
べ
き
文
章
論
で
あ
り
、「
文
頌
」
と
は
功
績
を
歌
い
功
徳
を
称
賛
す
る
詩
頌
、
す
な
わ
ち
韻
文
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
こ
の
「
文
頌
」
が
『
浄
土
詩
』
に
相
当
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い(14
)。
そ
れ
は
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
両
者
の
文
章
論
や
詩
頌
作
品
の
や
り
と
り
の
中
に
『
浄
土
詩
』
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『
浄
土
詩
』
は
彦
琮
個
人
の
作
詩
と
言
う
よ
り
も
、
二
人
の
合
作
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
先
に
「
王
の
新
詠
旧
叙
、
恒
に
之
を
和・
せ
し
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
中
国
の
「
和
詩
」「
和
韻
詩
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
両
者
の
間
に
作
詩
の
応
酬
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、『
浄
土
詩
』
の
第
一
首
か
ら
第
三
首
ま
で
に
同
じ
韻
字
「
深
・
林
・
音
・
心
」
を
用
い
て
い
た
り
（
次
韻
）、
そ
れ
以
外
に
も
同
じ
韻
字
の
順
序
を
入
れ
替
え
て
用
い
た
り
（
用
韻
）、
そ
し
て
同
じ
韻
目
の
韻
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
一
〇
字
を
多
用
し
て
い
る
（
依
韻
）
作
品
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
彦
琮
が
誰
か
と
二
人
で
作
詩
し
あ
い
、
そ
れ
を
互
い
に
贈
り
あ
っ
て
い
な
け
れ
ば
説
明
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、『
雑
集
』
に
「
隋
大
業
主
浄
土
詩
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
、
彦
琮
没
後
一
五
〇
年
ほ
ど
の
間
に
、
中
国
ま
た
は
遣
唐
使
の
学
問
僧
（
留
学
生
）、
あ
る
い
は
聖
武
天
皇
の
い
ず
れ
か
が
こ
の
題
号
を
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
容
と
律
動
か
ら
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
題
号
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
当
初
ど
の
よ
う
な
題
号
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
が
判
明
す
れ
ば
、
宗
教
作
品
と
し
て
作
偈
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
文
学
作
品
と
し
て
作
詩
し
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
確
実
な
こ
と
は
、
善
導
や
法
照
は
宗
教
作
品
と
し
て
彦
琮
作
の
「
偈
」
と
み
な
し
、
『
雑
集
』
に
お
い
て
は
文
学
作
品
と
し
て
隋
大
業
主
作
の
「
詩
」
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
こ
の
全
三
二
首
の
完
成
度
は
高
い
も
の
と
断
言
で
き
る
。
四
、『
浄
土
詩
』
の
和
韻
（
次
韻
・
用
韻
・
依
韻
）
「
論
よ
り
証
拠
」
と
言
う
よ
う
に
、
和
韻
や
和
詩
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
、
ま
ず
は
『
浄
土
詩
』
の
第
一
首
か
ら
第
三
首
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
第
一
首
法
蔵●
因
弥○
遠
極
楽●
果
還○
深◎
（
平
声
侵
韻
）
異
珍○
参
作●
地
衆
宝●
間
為○
林◎
（
平
声
侵
韻
）
花
開○
希
有●
色
波
揚○
実
相●
音◎
（
平
声
侵
韻
）
何
当○
蒙
授●
手
一
遂●
往
生○
心◎
（
平
声
侵
韻
）
第
二
首
濁
世●
難
還○
入
浄
土●
願
逾○
深◎
（
平
声
侵
韻
）
金
縄○
直
界●
道
珠
網●
縵
垂○
林◎
（
平
声
侵
韻
）
見
色●
皆
真○
色
聞
音○
悉
法●
音◎
（
平
声
侵
韻
）
莫
謂●
西
方○
遠
唯
須○
十
念●
心◎
（
平
声
侵
韻
）
第
三
首
道
場○
一
樹●
迥
徳
水●
八
池○
深◎
（
平
声
侵
韻
）
往
往●
分
渠○
溜
処
処●
別
行○
林◎
（
平
声
侵
韻
）
真
珠○
変
鳥●
色
妙
法●
満
風○
音◎
（
平
声
侵
韻
）
自
怜○
非
上●
品
徒
羨●
発
誠○
心◎
（
平
声
侵
韻
）
声
律
は
二
四
不
同
が
す
べ
て
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
二
四
不
同
と
い
う
の
は
、
五
言
詩
で
は
句
中
の
第
二
字
目
と
第
四
字
目
の
平
仄
を
異
に
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
豊
か
な
律
動
が
発
揮
さ
れ
、
よ
り
音
楽
的
な
リ
ズ
ム
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
句
末
の
押
韻
も
す
べ
て
平
声
侵
韻
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
対
句
も
第
一
句
と
第
二
句
、
第
三
句
と
第
四
句
、
第
五
句
と
第
六
句
が
そ
れ
ぞ
れ
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
浄
土
詩
』
全
三
二
首
は
概
ね
み
な
こ
の
よ
う
な
出
来
ば
え
で
あ
る
。
こ
う
し
た
詩
的
な
作
風
だ
か
ら
こ
そ
、『
浄
土
詩
』
は
文
学
的
に
高
く
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
止
目
す
べ
き
こ
と
は
韻
字
（
偶
数
句
末
の
漢
字
）
で
あ
る
。
第
一
首
は
「
深
・
林
・
音
・
心
」
が
韻
字
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
第
二
首
と
第
三
首
の
韻
字
も
こ
れ
と
す
べ
て
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
一
作
品
中
に
同
じ
韻
目
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
く
同
じ
漢
字
を
韻
字
に
配
置
す
る
こ
と
は
作
詩
上
の
禁
忌
で
あ
り
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
一
一
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
連
続
す
る
三
首
が
と
も
に
同
じ
「
深
・
林
・
音
・
心
」
の
韻
字
が
同
じ
順
番
で
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彦
琮
一
人
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
韻
字
を
使
う
ル
ー
ル
を
取
り
決
め
て
、
互
い
に
作
っ
た
詩
を
贈
り
あ
っ
て
い
た
も
の
と
推
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
二
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
人
が
同
じ
テ
ー
マ
の
も
と
に
作
詩
し
て
互
い
に
贈
り
あ
う
こ
と
を
「
和
詩
」
と
呼
び
、
そ
の
際
に
韻
字
に
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
を
「
和
韻
」
と
呼
ぶ
（「
和
」
は
第
四
声
で
読
む
）。
そ
し
て
こ
の
和
韻
に
は
次
韻
・
用
韻
・
依
韻
の
三
種
が
あ
り
、『
浄
土
詩
』
の
場
合
は
、
第
一
・
二
・
三
首
に
同
じ
韻
字
「
深
・
林
・
音
・
心
」
が
同
じ
順
序
で
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
次
韻
の
和
韻
詩
（
次
韻
詩
、
次
韻
和
詩
）
と
言
う
の
で
あ
る(15
)。
中
国
で
は
古
く
か
ら
知
識
文
士
た
ち
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
歌
会
の
ご
と
く
こ
う
し
た
遊
興
を
楽
し
む
こ
と
が
あ
り
、
先
に
示
し
た
即
位
前
の
煬
帝
が
彦
琮
を
し
て
「
王
の
新
詠
旧
叙
、
恒
に
之
を
和・
せ
し
」
め
た
「
和
」
と
は
こ
の
和
詩
・
和
韻
韻
の
「
和
」
に
他
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
新
詠
旧
叙
」
が
『
浄
土
詩
』
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く(16
)、
彦
琮
と
煬
帝
は
開
皇
三
（
五
八
三
）
年
か
ら
交
流
が
始
ま
り
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
こ
う
し
た
詩
文
を
互
い
に
作
っ
て
贈
り
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
後
に
大
業
二
（
六
〇
六
）
年
の
こ
ろ
、
す
で
に
「
時
主
」（
大
業
主
）
と
な
っ
て
い
た
煬
帝
と
「
治
体
を
談
述
し
文・
頌・
を
呈
示
」
す
る
中
で
、
か
ね
て
か
ら
お
互
い
に
交
わ
し
て
き
た
和
韻
詩
が
、『
浄
土
詩
』
と
な
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
以
下
の
よ
う
に
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
煬
帝
（
ま
た
は
彦
琮
）
が
韻
字
を
「
深
・
林
・
音
・
心
」
と
し
て
原
詩
を
作
っ
て
相
手
に
贈
り
（
第
一
首
）、
そ
れ
を
受
け
た
者
が
同
じ
く
「
深
・
林
・
音
・
心
」
の
韻
字
で
作
詩
し
て
贈
り
返
し
（
第
二
首
）、
こ
れ
を
受
け
て
ま
た
し
て
も
「
深
・
林
・
音
・
心
」
で
押
韻
さ
せ
て
相
手
に
贈
る
（
第
三
首
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
こ
の
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、『
浄
土
詩
』
は
個
人
の
作
品
で
は
な
く
、
煬
帝
と
彦
琮
に
よ
る
合
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
第
四
首
以
降
で
は
ど
う
か
と
言
う
と
、
同
じ
韻
字
を
同
じ
順
番
で
使
う
こ
と
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
韻
よ
り
も
拘
束
力
が
緩
い
用
韻
と
依
韻
で
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
四
首
か
ら
最
終
第
三
二
首
ま
で
の
韻
目
や
韻
字
を
眺
め
る
時
、
第
五
首
と
第
二
九
首
の
韻
字
に
注
目
し
た
い
。
第
五
首
白
毫
山
乍
転
宝
手
印
恒
分◎
（
平
声
文
韻
）
地
水
倶
為
鏡
香
花
同
作
雲◎
（
平
声
文
韻
）
業
深
誠
易
往
因
浅
実
難
聞◎
（
平
声
文
韻
）
必
望
除
疑
惑
超
然
独
不
群◎
（
平
声
文
韻
）
第
二
九
首
洗
心
甘
露
水
悦
眼
妙
花
雲◎
（
平
声
文
韻
）
同
生
機
易
識
等
寿
量
難
分◎
（
平
声
文
韻
）
楽
多
無
廃
道
声
遠
不
妨
聞◎
（
平
声
文
韻
）
如
何
玆
五
濁
安
然
火
自
焚◎
（
平
声
文
韻
）
第
五
首
の
「
分
・
雲
・
聞
・
群
」
と
、
第
二
九
首
の
「
雲
・
分
・
聞
・
焚
」
の
韻
字
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
前
三
文
字
の
順
序
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
和
韻
の
中
で
も
用
韻
と
い
う
ル
ー
ル
で
あ
る(17
)。
他
に
も
第
一
七
首
「
観
・
難
・
安
・
看
」
と
第
三
〇
首
「
看
・
欄
・
難
・
安
」
も
三
文
字
が
以
下
の
よ
う
に
共
通
し
て
い
る
。
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
一
二
第
一
七
首
遠
寿
如
来
量
遥
音
大
士
観◎
（
平
声
桓
韻
）
無
縁
能
摂
物
有
想
定
非
難◎
（
平
声
寒
韻
）
花
随
本
心
変
宮
移
身
自
安◎
（
平
声
寒
韻
）
悕
聞
出
世
境
須
共
入
禅
看◎
（
平
声
寒
韻
）
第
三
〇
首
台
裏
天
人
現
光
中
侍
者
看◎
（
平
声
寒
韻
）
懸
空
四
宝
閣
臨
迥
七
重
欄◎
（
平
声
寒
韻
）
疑
多
辺
地
久
徳
少
上
生
難◎
（
平
声
寒
韻
）
且
莫
論
余
事
西
望
已
心
安◎
（
平
声
寒
韻
）
更
に
第
二
二
首
「
開
・
来
・
裁
・
迴
」
と
第
二
七
首
「
台
・
開
・
来
・
迴
」
も
三
文
字
が
同
じ
順
番
で
使
わ
れ
て
い
る
。
第
二
二
首
欲
興
三
昧
道
止
観
一
経
開◎
（
平
声
咍
韻
）
心
中
縁
相
入
掌
裏
見
花
来◎
（
平
声
咍
韻
）
天
楽
非
因
鼓
法
服
不
須
裁◎
（
平
声
咍
韻
）
莫
言
恒
彼
住
有
力
念
当
迴◎
（
平
声
灰
韻
）
第
二
七
首
珠
色
仍
為
水
金
光
即
是
台◎
（
平
声
咍
韻
）
以
時
花
自
散
随
願
葉
還
開◎
（
平
声
咍
韻
）
遊
池
更
出
没
飛
空
互
往
来◎
（
平
声
咍
韻
）
真
心
如
向
彼
有
善
併
須
迴◎
（
平
声
灰
韻
）
そ
し
て
第
六
首
「
空
・
同
・
風
・
東
」、
第
七
首
「
通
・
風
・
空
・
窮
」、
第
一
五
首
「
中
・
窮
・
通
・
叢
」
は
、
二
文
字
ず
つ
重
複
し
て
い
る
の
で
、
緩
い
と
は
い
え
用
韻
の
範
囲
内
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
『
浄
土
詩
』
に
は
「
和
韻
」
の
中
で
最
も
ル
ー
ル
の
緩
い
依
韻
も
見
ら
れ
る
。
依
韻
と
は
、
同
じ
韻
字
で
は
な
く
、
同
じ
韻
目
の
漢
字
を
使
用
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。『
浄
土
詩
』
で
は
、
第
一
〇
・
一
三
首
は
同
じ
微
韻
、
第
一
二
・
一
四
・
一
六
・
三
一
首
は
先
仙
韻
（『
広
韻
』
で
は
同
用
）、
第
一
八
・
二
四
首
は
陽
唐
韻
（『
広
韻
』
で
は
同
用
）
で
作
詩
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
三
二
首
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
次
韻
・
用
韻
・
依
韻
の
作
例
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
ル
ー
ル
が
決
定
的
に
な
る
の
は
中
唐
以
後
で
あ
っ
て
、
隋
代
で
は
も
っ
と
緩
慢
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る(18
)。
五
、
煬
帝
と
家
臣
団
の
和
詩
次
に
煬
帝
が
こ
う
し
た
和
詩
を
愛
好
し
て
い
た
事
実
を
実
例
を
示
し
て
論
証
し
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
『
広
弘
明
集
』
巻
三
〇
統
帰
篇
で
も
そ
う
だ
が
、
詩
集
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
「
奉
和
〜
〜
詩
」
や
「
奉
和
〜
〜
応
令
詩
」「
〜
〜
奉
和
詩
」、
あ
る
い
は
「
〜
〜
応
教
詩
」「
〜
〜
応
令
詩
」「
〜
〜
応
詔
詩
」
な
ど
と
題
す
る
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
奉
和
」
と
は
、
自
分
よ
り
も
身
分
の
高
い
人
物
の
作
品
に
唱
和
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
「
応
教
」「
応
令
」「
応
詔
」
と
は
、
皇
帝
の
命
を
受
け
て
皇
帝
自
身
の
作
っ
た
詩
に
和
し
た
家
臣
の
詩
文
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
煬
帝
の
原
詩
と
そ
の
家
臣
団
と
の
和
詩
を
数
例
示
し
て
お
く
。
ま
ず
は
煬
帝
自
作
「
謁
方
山
霊
巌
寺
詩
」
五
言
十
句
で
あ
る
。
即
位
前
に
霊
巌
寺
（
現
在
の
山
東
省
済
南
府
長
清
県
の
方
山
に
あ
る
禅
宗
寺
院
）
を
訪
問
し
た
際
に
作
っ
た
詩
と
言
わ
れ
て
い
る(19
)。
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
一
三
謁
方
山
霊
巌
寺
詩
隋
煬
帝
梵
宮
既
隠
隠
霊
岫
亦
沈
沈
（
平
声
侵
韻
）
平
郊
送
晩
日
高
峰
落
遠
陰
（
平
声
侵
韻
）
廻
旗
飛
曙
嶺
疎
鐘
響
昼
林
（
平
声
侵
韻
）
蝉
鳴
秋
気
近
泉
吐
石
渓
深
（
平
声
侵
韻
）
抗
迹
禅
枝
地
発
念
菩
提
心
（
平
声
侵
韻
）
二
四
不
同
は
す
べ
て
万
全
な
五
言
詩
で
、
押
韻
は
平
声
侵
韻
の
「
沈
・
陰
・
林
・
深
・
心
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
詩
に
「
和
」
し
た
の
が
、
先
に
も
ふ
れ
た
諸
葛
潁
で
、
以
下
の
「
奉
和
謁
方
山
霊
巌
寺
応
教
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
韻
字
で
も
同
じ
韻
目
で
も
な
い
が
、
そ
う
し
た
厳
格
な
規
範
は
も
う
少
し
後
の
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
隋
代
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
煬
帝
の
-m
（
侵
韻
）
で
収
束
す
る
陽
音
の
鼻
子
音
に
対
し
て
諸
葛
潁
も
同
じ
く
鼻
子
音
-n（
先
韻
）
を
使
っ
て
い
る
。
奉
和
方
山
霊
巌
寺
応
教
諸
葛
潁
名
山
鎮
江
海
梵
宇
駕
風
煙
（
平
声
先
韻
）
画
栱
臨
松
蓋
鑿
牖
対
峰
蓮
（
平
声
先
韻
）
雷
出
階
基
下
雲
帰
梁
棟
前
（
平
声
先
韻
）
霊
光
弁
昼
夜
軽
衣
数
劫
年
（
平
声
先
韻
）
一
陪
香
作
食
長
用
福
為
田
（
平
声
先
韻
）
『
広
弘
明
集
』
に
は
こ
の
直
後
に
も
う
一
組
の
和
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る(20
)。
同
じ
く
煬
帝
と
諸
葛
潁
で
あ
り
、
元
宵
節
に
お
け
る
観
灯
の
詩
で
あ
る
。
元
宵
節
と
は
一
年
で
最
初
の
満
月
の
日
、
即
ち
一
月
一
五
日
の
夜
に
、
街
の
通
り
に
灯
火
を
掲
げ
て
お
祝
い
を
す
る
風
習
で
、
日
本
の
小
正
月
に
相
当
す
る
。
正
月
十
五
日
於
通
衢
建
灯
夜
升
南
楼
一
首
隋
煬
帝
法
輪
天
上
転
梵
声
天
上
来
（
平
声
咍
韻
）
灯
樹
千
光
照
華
焔
七
枝
開
（
平
声
咍
韻
）
月
影
凝
流
水
春
風
含
夜
梅
（
平
声
灰
韻
）
幡
動
黄
金
地
鍾
発
琉
璃
台
（
平
声
咍
韻
）
煬
帝
は
こ
の
よ
う
に
平
声
咍
韻
と
灰
韻
で
作
詩
し
、
対
す
る
諸
葛
潁
は
以
下
の
よ
う
に
平
声
支
韻
の
韻
字
を
用
い
た
「
奉
和
通
衢
建
灯
応
教
」
を
作
っ
て
返
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
同
じ
韻
字
韻
目
で
は
な
い
が
、
咍
灰
韻
と
支
韻
は
と
も
に
陰
音
で
-iで
収
束
す
る
の
で
、
一
応
は
配
慮
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
奉
和
通
衢
建
灯
応
教
諸
葛
潁
芳
衢
澄
夜
景
法
炬
爛
参
差
（
平
声
支
韻
）
逐
輪
時
徙
焔
桃
華
生
落
枝
（
平
声
支
韻
）
飛
煙
繞
定
室
浮
光
映
瑤
池
（
平
声
支
韻
）
重
閣
登
臨
罷
歌
管
乗
空
移
（
平
声
支
韻
）
和
詩
は
南
朝
の
梁
に
は
じ
ま
り
、
続
く
陳
で
も
作
ら
れ
て
、
ま
た
北
周
に
お
い
て
数
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
単
な
る
遊
興
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
社
交
に
お
け
る
重
要
な
親
睦
の
手
段
で
あ
り
、
知
的
な
遊
戯
で
も
あ
る
。
南
朝
文
化
へ
の
憧
れ
と
作
詩
を
愛
し
た
煬
帝
は
家
臣
と
と
も
に
そ
う
し
た
風
流
な
遊
観
と
文
学
的
な
作
詩
を
和
詩
に
よ
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
煬
帝
は
自
作
の
詩
を
家
臣
た
ち
に
示
し
、
唱
和
す
よ
う
に
命
じ
て
い
た
。
前
掲
の
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
隋
代
の
詩
作
品
を
見
る
と
、「
奉
和
〜
〜
詩
」「
奉
和
〜
〜
応
令
詩
」「
奉
和
〜
〜
応
詔
詩
」
を
詩
題
と
す
る
和
詩
を
作
成
し
て
い
た
煬
帝
の
家
臣
が
非
常
に
多
く
、
以
下
の
よ
う
に
二
二
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
一
四
人
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
孫
万
寿
・
魏
澹
・
李
孝
貞
・
薛
道
衡
・
柳
跫警
・
牛
弘
・
蕭
琮
・
袁
慶
・
崔
仲
方
・
王
冑
・
諸
葛
潁
・
許
善
心
・
庾
自
直
・
虞
世
基
・
虞
世
南
・
蔡
允
恭
・
劉
斌
・
弘
執
恭
・
卞
斌
・
劉
端
・
呂
譲
・
沈
君
道
和
詩
を
作
っ
た
文
士
知
識
人
の
数
は
、
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
を
見
る
限
り
、
他
の
ど
の
王
朝
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
二
二
人
で
、
録
文
は
総
計
四
九
首
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
は
り
煬
帝
は
日
常
的
に
家
臣
た
ち
を
し
て
自
作
の
詩
に
和
詩
を
作
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
煬
帝
の
家
臣
団
で
あ
る
蔡
允
恭
・
弘
執
恭
・
諸
葛
潁
・
虞
世
南
の
四
人
が
「
奉
和
出
潁
至
淮
応
令
詩
」
と
い
う
全
く
同
じ
詩
題
の
作
品
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
煬
帝
自
ら
が
「
早
渡
淮
詩
」
な
る
原
詩
を
作
り
、
そ
れ
を
彼
ら
四
人
に
示
し
、
そ
の
上
で
和
詩
を
作
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
煬
帝
の
原
詩
、
蔡
允
恭
と
弘
執
恭
の
和
詩
を
示
す
。
な
お
諸
葛
潁
と
虞
世
南
の
和
詩
は
原
詩
と
異
な
る
韻
目
を
用
い
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
示
さ
な
い(21
)。
煬
帝
の
原
詩
「
早
渡
淮
詩
」（
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
二
六
六
八
頁
）
平
淮
既
淼
淼
暁
霧
復
霏
霏◎
（
平
声
微
韻
）
淮
甸
未
分
色
泱
漭
共
晨
暉◎
（
平
声
微
韻
）
晴
霞
転
孤
嶼
錦
帆
出
長
圻◎
（
平
声
微
韻
）
潮
魚
時
躍
浪
沙
禽
鳴
欲
飛◎
（
平
声
微
韻
）
会
待
高
秋
晩
愁
因
逝
水
帰◎
（
平
声
微
韻
）
蔡
允
恭
「
奉
和
出
潁
至
淮
応
令
詩
」（
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
二
七
二
〇
頁
）
久
倦
川
涂
曲
忽
此
望
淮
圻◎
（
平
声
微
韻
）
波
長
泛
淼
淼
眺
迥
情
依
依◎
（
平
声
微
韻
）
稍
覚
金
鳥
転
漸
見
錦
帆
稀◎
（
平
声
微
韻
）
欲
知
仁
化
洽
謳
歌
満
路
帰◎
（
平
声
微
韻
）
弘
執
恭
「
奉
和
出
潁
至
淮
応
令
詩
」（
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
二
七
二
七
頁
）
睿
情
欣
逸
賞
臨
泛
入
淮
淝◎
（
平
声
微
韻
）
棹
声
喧
岸
度
颿
影
出
雲
飛◎
（
平
声
微
韻
）
清
流
含
日
彩
犇
浪
蕩
霞
暉◎
（
平
声
微
韻
）
還
如
漳
水
曲
鳴
笳
啓
路
帰◎
（
平
声
微
韻
）
詩
題
に
あ
る
潁
と
は
潁
河
で
あ
り
、
河
南
省
の
嵩
山
西
南
に
源
流
が
あ
り
、
東
南
に
流
れ
て
淮
河
に
合
流
す
る
。
淮
河
は
長
江
・
黄
河
に
つ
ぐ
中
国
第
三
の
大
河
で
あ
る
。
煬
帝
は
運
河
を
開
い
て
南
北
を
通
し
た
大
土
木
事
業
を
完
成
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
船
旅
を
楽
し
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
遊
興
の
中
で
作
っ
た
詩
に
唱
和
さ
せ
た
に
相
違
な
い
。
煬
帝
の
原
詩
は
五
言
十
句
で
あ
る
が
、
四
人
の
家
臣
の
和
詩
は
八
句
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
原
詩
の
韻
目
は
平
声
微
韻
（
霏
暉
圻
飛
帰
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
蔡
允
恭
の
和
詩
も
平
声
微
韻
（
圻
依
稀
帰
）、
ま
た
弘
執
恭
の
和
詩
も
や
は
り
平
声
微
韻
（
淝
飛
暉
帰
）
で
作
詩
し
て
お
り
、
し
か
も
蔡
允
恭
は
「
圻
帰
」
が
原
詩
と
同
じ
韻
字
を
用
い
、
ま
た
弘
執
恭
は
「
飛
暉
帰
」
が
原
詩
と
同
じ
韻
字
で
あ
る
。
原
詩
の
韻
字
を
す
べ
て
用
い
て
い
な
い
の
で
や
や
緩
慢
で
あ
る
が
、
用
韻
の
和
韻
詩
と
み
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、『
浄
土
詩
』
の
い
く
つ
か
の
詩
作
に
お
い
て
、
四
文
字
の
う
ち
三
文
字
あ
る
い
は
二
文
字
を
同
じ
韻
字
に
し
て
い
る
用
韻
詩
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
と
ま
っ
た
く
同
じ
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
一
五
同
じ
よ
う
に
煬
帝
の
「
月
夜
観
星
詩
」
に
対
し
て
は
、
袁
慶
・
諸
葛
潁
・
虞
世
南
の
三
人
に
同
じ
「
奉
和
御
製
月
夜
観
星
示
百
僚
詩
」
と
題
す
る
和
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
す
る
。
さ
て
、
煬
帝
が
家
臣
団
に
和
詩
の
作
成
を
命
じ
て
い
た
決
定
的
な
証
拠
を
『
隋
書
』
の
中
に
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
巻
七
六
列
伝
四
一
の
文
学
の
項
に
王
冑
（
五
五
八
〜
六
一
三
）
の
伝
記
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
王
冑
は
も
と
南
朝
陳
の
官
僚
学
士
（
太
子
舍
人
、
東
陽
王
文
学
）
で
あ
っ
た
が
、
隋
に
滅
ぼ
さ
れ
た
際
に
そ
の
能
力
を
認
め
ら
れ
、
長
安
に
召
さ
れ
て
学
士
に
抜
擢
さ
れ
た
。
仁
寿
年
間
に
は
劉
方
将
軍
に
随
っ
て
林
邑
国
（
ベ
ト
ナ
ム
中
南
部
に
あ
っ
た
チ
ャ
ン
パ
王
国
）
を
撃
破
し
、
そ
の
功
績
に
よ
り
帥
都
督
と
な
り
、
さ
ら
に
大
業
年
間
の
初
め
に
は
著
作
佐
郎
と
な
っ
て
、「
文
詞
を
以
て
煬
帝
の
重
ん
ず
る
所
と
為
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
文
武
両
道
の
朝
臣
と
し
て
煬
帝
に
仕
え
た
人
物
で
あ
る
。
王
冑
伝
で
は
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
帝
は
常
に
東
都
よ
り
京
師
に
還
る
に
、
天
下
に
大
酺
だ
い
ほ
を
賜
い
、
因
っ
て
五
言
詩
を
為つく
り
、〔
王
〕
冑
に
詔
し
て
之
に
和
せ
し
む
。
其
の
詞
に
曰
く
、
河
洛
称
朝
市
崤
函
実
奥
区
…
…
（
略
）
…
…
小
人
荷
鎔
鑄
何
由
答
大
鑪
と
。
帝
は
覧
て
之
を
善
し
と
し
、
因
っ
て
侍
臣
に
謂
い
て
曰
く
、「
気
高
く
致
遠
き
は
〔
王
〕
冑
に
帰
し
、
詞
清
く
体
潤
う
は
其
れ
〔
虞
〕
世
基
に
在
り
、
意
密
に
し
て
理
新
た
な
る
は
庾
自
直
を
推
す
。
此
に
過
ぎ
た
る
者
、
未
だ
言
を
以
て
詩
と
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
帝・
の・
所・
有・
る・
篇・
什・
に・
多・
く・
継・
い・
て・
和・
せ・
し・
む・
。
煬
帝
が
洛
陽
か
ら
長
安
に
戻
っ
て
来
た
際
に
は
、
天
下
に
大
酺
（
君
子
が
宴
席
を
設
け
て
家
臣
や
民
衆
に
酒
食
を
ふ
る
ま
う
催
事
）
を
賜
う
こ
と
が
常
だ
っ
た
。
そ
の
宴
席
で
煬
帝
が
い
つ
も
の
ご
と
く
興
に
入
っ
て
五
言
詩
を
作
る
と
、
居
合
わ
せ
た
王
冑
に
命
じ
て
唱
和
さ
せ
て
い
る
。
王
冑
は
即
興
で
五
言
二
〇
句
の
和
詩
を
呈
し
た
と
こ
ろ
、
煬
帝
は
そ
の
詩
の
出
来
栄
え
を
褒
賞
し
、
侍
臣
に
「
王
冑
は
、
虞
世
基
や
庾
自
直
と
並
ぶ
ほ
ど
の
文
才
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
煬
帝
は
王
冑
を
し
て
自
作
の
詩
文
の
多
く
に
和
詩
を
作
ら
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
現
存
す
る
王
冑
の
詩
の
中
に
煬
帝
の
原
詩
に
和
し
た
詩
が
三
首
残
さ
れ
て
い
る
。「
在
陳
釈
奠
金
石
会
応
令
詩
」、「
奉
和
賜
酺
詩
」、「
奉
和
悲
秋
応
令
詩
」
が
そ
れ
で
あ
る(22
)。
ま
た
同
じ
く
煬
帝
の
家
臣
で
あ
っ
た
虞
世
南
は
、
も
と
南
朝
陳
の
官
僚
で
、
隋
の
統
一
に
よ
っ
て
実
兄
の
虞
世
基
と
と
も
に
長
安
に
召
さ
れ
、
大
業
年
中
に
は
秘
書
郎
に
就
き
、
煬
帝
に
そ
の
文
才
を
認
め
ら
れ
た
一
人
で
あ
る
。
唐
代
に
な
っ
て
も
任
官
さ
れ
秘
書
監
に
な
っ
て
い
る
。
彼
の
隋
代
の
作
品
と
し
て
は
五
言
詩
が
五
首
だ
け
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
五
首
の
す
べ
て
が
煬
帝
の
原
詩
に
対
す
る
和
詩
な
の
で
あ
る
。「
奉
和
御
製
月
夜
観
星
示
百
僚
詩
」、「
追
従
鑾
輿
夕
頓
戯
下
応
令
詩
」、
「
奉
和
幸
江
都
応
詔
詩
」、「
奉
和
献
歳
讌
宮
臣
詩
」、「
奉
和
出
潁
至
淮
応
令
詩
」
が
そ
れ
で
あ
る(23
)。
以
上
の
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
煬
帝
は
自
ら
作
詩
を
楽
し
み
、
そ
れ
を
家
臣
団
に
和
せ
し
め
、
し
か
も
そ
れ
が
他
の
ど
の
王
朝
の
皇
帝
よ
り
も
は
る
か
に
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
確
認
し
た
上
で
再
び
『
浄
土
詩
』
に
話
題
を
も
ど
す
と
、
こ
れ
も
ま
た
煬
帝
の
原
詩
と
彦
琮
の
和
詩
と
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
応
酬
が
隋
代
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
第
一
首
か
ら
第
三
首
ま
で
は
和
韻
（
次
韻
、
用
韻
、
依
韻
）
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
一
六
の
中
で
も
完
璧
な
次
韻
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
や
や
緩
い
用
韻
と
、
さ
ら
に
緩
い
依
韻
に
よ
っ
て
唱
和
し
て
い
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
和
韻
の
ル
ー
ル
に
準
じ
て
全
三
二
首
を
並
べ
替
え
た
な
ら
ば
、
か
な
り
の
精
度
で
『
浄
土
詩
』
の
原
初
形
態
を
復
原
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
全
三
二
首
の
う
ち
、
い
っ
た
い
ど
れ
が
煬
帝
作
で
、
ど
れ
が
彦
琮
作
な
の
か
を
現
時
点
で
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
六
、『
浄
土
詩
』
の
詩
的
評
価
岩
井
大
慧
〔
一
九
二
八
〕
の
最
後
に
は
、
彦
琮
の
讃
偈
の
「
詩
と
し
て
の
形
式
上
の
研
究
、
内
容
に
立
ち
入
っ
て
の
覈
究
」
を
保
留
に
し
て
別
稿
で
改
め
て
述
べ
る
と
あ
る
。
そ
れ
は
つ
づ
く
〔
一
九
三
四
〕
で
い
く
ぶ
ん
か
解
明
し
得
え
た
か
に
も
思
え
る
が
、「
詩
と
し
て
の
形
式
上
の
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
そ
の
点
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
述
べ
て
み
た
い
。
『
浄
土
詩
』
は
古
来
名
作
と
評
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
評
は
対
偶
の
妙
に
終
始
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
単
に
対
偶
だ
け
な
ら
ば
漢
詩
必
須
の
可
視
的
条
件
で
あ
る
の
で
当
然
の
こ
と
で
、
こ
と
さ
ら
称
賛
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
不
可
視
の
詩
律
を
例
に
と
っ
て
検
証
し
て
み
た
い
。
前
節
で
は
第
一
首
〜
第
三
首
を
示
し
た
の
で
、
本
節
で
は
第
四
首
か
ら
第
七
首
ま
で
を
示
す
に
と
ど
め
、
第
八
首
〜
最
終
三
二
首
ま
で
は
、
概
ね
同
じ
よ
う
な
出
来
ば
え
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
略
す
こ
と
と
す
る
。
第
四
首
夜
間○
厳
浄●
国●
垂
起●
至
誠○
因◎
（
平
声
真
韻
）
観
日●
心
初○
定●
想
水●
念
逾○
真◎
（
平
声
真
韻
）
林
宣○
上
品●
法●
蓮
合●
下
生○
人◎
（
平
声
真
韻
）
寄
言○
同
志●
友●
従
余○
洗
客●
塵◎
（
平
声
真
韻
）
こ
の
第
四
首
は
『
往
生
礼
讃
偈
』
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
偈
で
あ
る
。
奇
数
句
と
偶
数
句
が
そ
れ
ぞ
れ
対
句
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
第
五
句
「
林
宣
上
品
法
」
と
は
、『
観
無
量
寿
経
』
上
品
上
生
の
「
光
明
宝
林
演
説
妙
法
」
を
典
拠
と
し
、
上
品
往
生
し
た
者
に
説
か
れ
る
勝
れ
た
教
え
を
意
味
す
る
。
ま
た
「
蓮
合
下
生
人
」
と
は
、
上
品
下
生
の
「
自
見
身
座
、
坐
已
華
合
」
を
典
拠
と
し
、
煩
悩
と
悪
業
を
積
ん
で
念
仏
往
生
し
た
下
品
往
生
の
人
を
意
味
す
る
。
こ
の
第
四
首
だ
け
で
な
く
、
彦
琮
の
三
二
首
に
お
い
て
は
多
く
『
観
無
量
寿
経
』
の
教
説
に
基
づ
き
、『
無
量
寿
経
』
や
『
阿
弥
陀
経
』
も
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
。
第
五
首
白
毫○
山
乍●
転●
宝
手●
印
恒○
分◎
（
平
声
文
韻
）
地
水●
倶
為○
鏡●
香
花○
同
作●
雲◎
（
平
声
文
韻
）
業
深○
誠
易●
往●
因
浅●
実
難○
聞◎
（
平
声
文
韻
）
必
望●
除
疑○
惑●
超
然○
独
不●
群◎
（
平
声
文
韻
）
第
五
首
は
完
璧
な
律
動
を
有
し
て
い
る
。
脚
韻
（
平
声
文
韻
）
は
言
う
ま
で
も
な
く
句
中
の
平
仄
（
二
四
不
同
）
も
揃
っ
て
お
り
、
し
か
も
反
法
と
粘
法
は
と
も
に
問
題
な
い
。
反
法
と
は
第
一
句
と
第
二
句
の
平
仄
配
置
を
反
対
に
し
、
粘
法
と
は
第
二
句
と
第
三
句
の
平
仄
配
置
を
同
じ
く
す
る
修
辞
技
法
で
あ
る
。
こ
の
配
置
を
く
り
返
す
と
、
第
一
・
四
・
五
・
八
句
の
第
二
字
目
と
四
字
目
が
み
な
「
○
●
」
と
な
り
、
第
二
・
三
・
六
・
七
句
が
み
な
「
●
○
」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
二
四
不
同
に
反
法
と
粘
法
が
加
わ
り
、
い
っ
そ
う
律
動
に
富
ん
だ
作
品
に
仕
上
が
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
一
七
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
は
下
三
連
の
禁
忌
も
回
避
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
律
動
の
面
か
ら
み
た
場
合
、
こ
の
第
五
首
は
全
三
二
首
の
中
の
白
眉
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
宗
教
的
な
偈
と
い
う
よ
り
も
、
文
学
的
な
詩
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
第
六
首
放
光○
周
遠●
刹●
分
化●
満
遥○
空◎
（
平
声
東
韻
）
花
台○
三
品●
異●
人
天○
一
類●
同◎
（
平
声
東
韻
）
尋
樹●
流
香○
水●
吹
楽●
起
清○
風◎
（
平
声
東
韻
）
在
茲○
心
若●
浄●
誰
見●
有
西○
東◎
（
平
声
東
韻
）
第
七
首
迴
向●
漸
為○
功◎
（
平
東
）
西
路●
稍
然○
通◎
（
平
声
東
韻
）
宝
幢○
承
厚●
地●
天
香○
入
遠●
風◎
（
平
声
東
韻
）
開
花○
重
布●
水●
覆
網●
細
分○
空◎
（
平
声
東
韻
）
願
生○
何
意●
切●
只
為●
楽
無○
窮◎
（
平
声
東
韻
）
第
六
首
と
第
七
首
は
平
声
東
韻
で
押
韻
し
、
平
仄
は
二
四
不
同
が
万
全
で
あ
る
。
な
お
、
第
六
首
の
第
四
聯
（
第
七
・
八
句
）
は
唯
心
浄
土
的
な
発
想
で
あ
る
。
善
導
は
そ
れ
に
対
し
て
指
方
立
相
を
説
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
浄
土
観
は
異
な
る
。
ま
た
、
第
七
、
八
、
九
首
は
み
な
初
句
押
韻
さ
せ
て
い
る
。
通
常
五
言
詩
の
場
合
に
は
初
句
は
押
韻
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
初
句
押
韻
す
る
三
首
だ
け
が
連
続
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
前
節
で
は
和
韻
と
い
う
ル
ー
ル
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
初
句
押
韻
に
し
て
も
両
者
が
共
通
の
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
た
上
で
の
作
詩
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
＊
＊
＊
以
上
、
最
初
の
七
首
の
み
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
律
動
を
確
認
し
て
み
た
。
三
二
首
全
体
の
中
に
は
二
四
不
同
や
下
三
連
の
禁
忌
を
犯
し
て
い
た
り
、
押
韻
に
問
題
の
あ
る
作
例
も
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
一
首
第
三
句
「
偏
求○
有●
縁○
地●
」、
第
一
七
首
第
五
句
「
花
随○
本●
心○
変●
」、
第
一
九
首
初
句
「
光
舒○
救●
毘○
舎●
」、
第
二
八
偈
第
七
句
「
寄
言○
有●
心○
輩●
」(24
)は
、
み
な
二
四
不
同
を
犯
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
は
押
韻
し
な
い
奇
数
句
の
句
末
を
本
来
「
○
●
●
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、「
●
○
●
」
に
し
て
も
問
題
は
な
い
と
い
う
挟
平
格
と
い
う
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
四
不
同
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
破
格
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
二
四
不
同
の
破
格
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
一
首
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
二
三
首
普
為●
弘
三○
福●
咸
令○
滅
五●
焼◎
（
平
声
宵
韻
）
発
心○
功
已●
逮●
繋
念●
罪
便●
銷◎
（
平
声
宵
韻
）
鳥
化●
珠
光○
転●
風
好●
楽
声○
調◎
（
平
声
蕭
韻
）
倶
忻○
行
道●
易●
寧
愁○
聖
果●
遥◎
（
平
声
宵
韻
）
こ
の
第
二
三
首
の
第
四
句
の
平
仄
は
と
も
に
仄
声
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
押
韻
す
る
偶
数
句
で
あ
り
、
先
の
挟
平
格
は
適
応
さ
れ
な
い
の
で
、
明
ら
か
に
平
仄
配
置
の
破
格
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
一
考
す
べ
き
余
地
は
あ
る
。「
便
」
は
〝
す
ぐ
さ
ま
〞
の
意
で
、
去
声
線
韻
と
な
る
。
し
か
し
「
便
」
に
は
他
に
平
声
先
韻
を
韻
目
と
す
る
〝
へ
つ
ら
う
〞
の
意
が
あ
る
。
本
来
同
一
文
字
に
お
け
る
語
義
の
区
別
は
、
声
調
を
か
え
る
破
読
に
よ
っ
て
解
消
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
詩
に
お
い
て
は
時
と
し
て
そ
れ
を
、
あ
え
て
通
用
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
彦
琮
と
し
て
は
、
こ
の
「
便
」
を
〝
す
ぐ
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
一
八
さ
ま
〞
の
語
義
の
ま
ま
で
、
脚
韻
は
平
声
先
韻
の
詩
韻
と
し
て
作
詩
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
句
末
押
韻
に
お
け
る
破
格
に
つ
い
て
は
、
一
例
の
み
で
あ
る
。
第
二
〇
首
勢
至●
威
光○
遠●
観
音○
悲
意●
濃◎
（
平
声
鍾
韻
）
大
小●
全
相○
類●
左
右●
共
成○
双◎
（
平
声
江
韻
）
花
飛○
日
日●
雨●
珠
懸○
処
処●
幢◎
（
平
声
江
韻
）
自
嗟○
深
有●
障●
所
念●
未
能○
従◎
（
平
声
鍾
韻
）
平
声
鍾
韻
が
第
二
句
と
第
八
句
に
配
置
さ
れ
、
平
声
江
韻
が
第
二
句
と
第
六
句
に
あ
る
。『
切
韻
』
系
の
韻
書
で
は
平
声
の
鍾
韻
と
江
韻
は
隣
接
す
る
韻
字
で
は
あ
る
が
同
用
の
扱
い
で
は
な
い
。
推
定
中
古
音
に
よ
る
と
、
鍾
韻
の
「
濃
」
と
「
従
」
は
と
も
に
合
口
三
等
で
、
江
韻
の
「
双
」
と
「
幢
」
は
開
口
二
等
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
江
韻
の
句
が
鍾
韻
に
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
「
抱
韻
」
と
呼
ぶ
。
『
浄
土
詩
』
に
は
他
に
類
例
は
な
い
。
こ
こ
で
は
煩
を
避
け
て
詳
説
す
る
こ
と
を
控
え
た
が
、
三
二
首
の
す
べ
て
を
校
本
に
も
と
づ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
韻
律
（
偶
数
句
末
の
押
韻
）
は
万
全
で
あ
り
、
声
律
（
句
中
の
平
仄
配
置
）
も
ほ
ぼ
万
全
で
あ
る
が
、
反
法
粘
法
が
一
定
の
規
則
に
従
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
下
三
連
と
孤
平
の
禁
忌
を
犯
す
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
体
の
五
言
古
詩
か
ら
近
体
の
五
言
律
詩
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
韻
律
の
規
格
に
準
じ
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
意
味
の
流
れ
を
遮
断
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
逆
に
詩
情
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
。
近
体
詩
に
あ
っ
て
も
破
格
は
あ
り
う
る
こ
と
で
、
彦
琮
の
偈
に
詩
律
と
合
致
し
な
い
句
が
あ
ろ
う
と
も
、
す
こ
し
も
問
題
は
な
い
。
な
お
『
雑
集
』
と
『
浄
土
五
会
念
仏
誦
経
観
行
儀
』
所
収
の
彦
琮
偈
の
韻
律
を
比
較
す
る
と
、
前
者
が
善
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
こ
れ
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
こ
の
資
料
が
原
初
形
態
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
し
か
し
現
存
最
古
の
写
巻
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
御
物
と
い
う
資
料
自
体
の
伝
承
の
信
頼
度
か
ら
察
し
て
、
そ
の
可
能
性
は
充
分
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
＊
＊
＊
『
浄
土
詩
』
に
お
け
る
律
動
に
関
し
て
閑
却
で
き
な
い
こ
と
は
、
韻
書
で
あ
る
『
切
韻
』（
六
〇
一
年
成
書
）
の
存
在
で
あ
る
。『
切
韻
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
『
広
韻
』（
陳
彭
年
、
一
〇
〇
八
年
成
立
）
の
序
文
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
は
開
皇
の
初
め
（
五
八
一
）、
劉
臻
、
顔
之
推
、
盧
思
道
、
魏
彦
淵
、
李
若
、
蕭
該
、
辛
徳
源
、
薛
道
衡
の
八
人
が
陸
法
言
宅
に
集
い
協
議
し
た
と
い
う
。
年
齢
的
に
み
て
も
、
こ
の
陸
法
言
は
年
若
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
文
士
八
人
は
み
な
父
の
陸
開
明
の
知
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
陸
開
明
も
こ
の
協
議
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
。
陸
法
言
は
父
が
死
没
し
て
し
ば
ら
く
、
か
つ
て
の
協
議
を
ま
と
め
る
こ
と
を
企
図
し
、
そ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の
が
『
切
韻
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
実
に
二
〇
年
の
月
日
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
切
韻
』
の
協
議
に
参
画
し
て
い
た
上
記
八
人
の
文
士
の
う
ち
、
彦
琮
と
交
誼
の
あ
っ
た
待
詔
文
林
館
は
、
盧
思
道
（
五
三
五
〜
五
八
六
）、
辛
徳
源
（
生
没
年
不
明
）、
薛
道
衡
（
五
四
〇
〜
六
〇
九
）
の
三
人
で
あ
り
、
ま
た
陸
開
明
を
加
え
る
と
四
名
と
な
る
こ
と
が
彦
琮
伝
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
た
。『
浄
土
詩
』
の
律
動
は
『
切
韻
』
の
そ
れ
に
準
じ
て
い
る
こ
と
は
確
認
済
み
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
し
て
、『
浄
土
詩
』
の
三
二
首
は
こ
の
『
切
韻
』
に
お
け
る
漢
字
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
一
九
音
を
標
準
音
と
し
て
意
識
し
作
詩
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
善
導
の
日
中
礼
は
い
さ
さ
か
通
俗
的
な
字
音
に
よ
っ
て
押
韻
さ
せ
て
い
る
が
、
『
浄
土
詩
』
の
そ
れ
は
善
導
に
先
立
ち
な
が
ら
も
よ
り
精
緻
で
あ
る
の
は
、『
切
韻
』
の
音
韻
体
系
に
準
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
教
の
礼
讃
儀
礼
に
用
い
る
べ
く
宗
教
作
品
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
煬
帝
と
彦
琮
が
和
韻
詩
を
通
し
た
交
流
の
中
で
成
立
し
た
文
学
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
礼
讃
偈
で
は
な
く
浄
土
詩
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
納
得
が
い
く
も
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
『
浄
土
詩
』
は
、
一
方
で
彦
琮
作
と
さ
れ
、
も
う
一
方
で
は
隋
大
業
主
作
と
さ
れ
て
き
た
が
、
彦
琮
単
独
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
の
が
従
来
の
一
致
し
た
見
解
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
浄
土
詩
』
成
立
の
背
景
、
彦
琮
と
煬
帝
と
の
関
わ
り
、
煬
帝
の
詩
作
、
煬
帝
と
そ
の
家
臣
団
の
和
詩
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
『
浄
土
詩
』
は
煬
帝
と
彦
琮
と
で
次
韻
・
用
韻
・
依
韻
や
初
句
押
韻
と
い
う
ル
ー
ル
を
取
り
決
め
て
作
っ
た
詩
歌
を
互
い
に
贈
り
あ
う
和
詩
で
あ
る
こ
と
が
類
推
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、『
浄
土
詩
』
三
二
首
は
煬
帝
と
彦
琮
が
作
っ
た
詩
を
合
冊
し
た
詩
集
（
anthology）
で
、
後
に
善
導
と
法
照
は
同
じ
出
家
者
で
あ
る
彦
琮
に
よ
る
礼
讃
偈
と
し
て
引
用
し
、
ま
た
聖
武
天
皇
も
同
じ
国
主
で
あ
る
大
業
主
煬
帝
に
よ
る
浄
土
詩
と
し
て
引
用
し
た
の
で
あ
っ
た(25
)。
ま
た
『
浄
土
詩
』
そ
の
も
の
の
文
学
性
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。
唐
代
に
は
悪
政
を
辛
辣
に
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
そ
の
詩
賦
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
煬
帝
と
、「
賦
詞
は
弘
贍
に
し
て
…
」（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
四
三
九
下
）
と
讃
え
ら
れ
た
彦
琮
の
二
人
で
作
っ
た
三
二
首
は
、
南
北
朝
末
か
ら
隋
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
他
の
文
人
の
詩
作
と
比
べ
て
も
、
決
し
て
見
劣
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後
に
善
導
は
『
往
生
礼
讃
偈
』
に
、
そ
し
て
法
照
も
広
略
『
五
会
念
仏
法
事
讃
』
に
そ
れ
ぞ
れ
組
み
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
を
平
声
で
押
韻
し
、
二
四
不
同
は
完
全
で
あ
り
、
一
韻
到
底
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
体
詩
の
前
夜
を
思
わ
せ
る
作
風
で
あ
っ
た
と
認
め
て
も
よ
い
。
本
作
品
は
宗
教
的
な
礼
讃
偈・
で
あ
り
な
が
ら
も
、
同
時
に
文
学
的
な
浄
土
詩・
と
称
さ
れ
た
だ
け
の
律
動
を
そ
な
え
た
傑
作
と
言
え
る
。
こ
こ
で
本
稿
の
要
点
を
摘
記
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。
・
煬
帝
に
は
五
五
巻
の
文
集
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
当
時
の
文
士
以
上
に
著
作
が
多
く
、
ま
た
現
存
す
る
韻
文
も
四
〇
作
品
を
超
え
る
。
・
し
か
し
煬
帝
自
作
の
楽
府
に
も
詩
に
も
『
浄
土
詩
』
の
よ
う
な
長
編
作
品
は
な
い
。
・
煬
帝
は
自
作
の
詩
文
の
多
く
に
和
詩
を
作
る
よ
う
家
臣
団
に
命
じ
て
お
り
、
実
際
に
家
臣
団
が
作
っ
た
和
詩
や
和
韻
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
量
は
中
国
の
ど
の
王
朝
よ
り
も
多
い
。
・『
浄
土
詩
』
は
明
ら
か
に
和
韻
（
次
韻
、
用
韻
、
依
韻
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
和
詩
で
あ
る
。
・
彦
琮
が
即
位
前
の
煬
帝
の
作
品
に
和
詩
を
作
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
王
の
新
詠
旧
叙
、
恒
に
之
を
和・
せ
し
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
・
彦
琮
と
煬
帝
の
関
わ
り
は
開
皇
三
（
五
八
三
）
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
七
歳
と
一
五
歳
で
は
じ
ま
り
、
五
四
歳
で
逝
去
す
る
彦
琮
の
後
半
生
は
絶
え
る
こ
と
な
く
交
誼
が
継
続
し
て
い
る
。
・
大
業
二
（
六
〇
六
）
年
に
彦
琮
と
煬
帝
は
「
故
を
叙
し
宵
を
累
ね
、
治
体
を
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
二
〇
談
述
し
文・
頌・
を
呈
示
」
し
て
お
り
、『
続
高
僧
伝
』
は
こ
の
時
の
煬
帝
を
「
時
主
」
と
表
記
し
て
い
る
。
・「
大
業
主
」
と
い
う
表
題
は
、
貶
字
「
煬
」
や
諱
「
楊
広
」
と
表
記
す
る
不
敬
を
避
け
た
配
慮
で
あ
る
。
・「
時
主
」
で
あ
り
「
大
業
主
」
で
あ
っ
た
煬
帝
は
家
臣
だ
け
で
な
く
、
彦
琮
に
も
和
詩
を
作
ら
せ
て
い
た
の
で
、『
浄
土
詩
』
は
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
煬
帝
と
彦
琮
に
よ
る
二
人
の
詩
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
・
と
こ
ろ
が
、
後
に
善
導
や
法
照
は
自
分
た
ち
と
同
じ
出
家
者
の
彦
琮
を
作
者
と
み
な
し
、「
礼
讃
偈・
」
や
「
浄
土
礼
讃
」
の
名
を
与
え
、
聖
武
天
皇
も
自
分
と
同
じ
国
主
（
皇
帝
、
天
皇
）
の
煬
帝
を
そ
の
作
者
と
み
な
し
、「
浄
土
詩・
」
と
題
し
た
。
つ
ま
り
一
方
は
宗
教
作
品
の
「
偈
」
と
し
て
、
ま
た
一
方
は
文
学
作
品
の
「
詩
」
と
し
て
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
〈注
〉
(1
)
な
お
、
拙
著
『
中
国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究
善
導
と
法
照
の
讃
偈
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』
第
三
章
「
善
導
『
往
生
礼
讃
偈
』
に
お
け
る
讃
偈
の
律
動
」、
資
料
篇
「
①
彦
琮
の
讃
偈
」（
法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
）
で
も
彦
琮
の
偈
を
扱
っ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
(2
)
宗
暁
の
『
楽
邦
文
類
』
巻
三
に
「
後
に
法
照
大
師
あ
り
。
即
ち
善
導
の
後
身
な
り
」（『
大
正
蔵
』
四
七
・
一
八
二
中
）
と
あ
る
。
(3
)
王
三
慶
「
従
聖
武
天
皇
《
雑
集
》
的
整
理
研
究
兼
論
其
与
敦
煌
文
献
之
関
渉
」
（『
敦
煌
写
本
研
究
年
報
』
七
号
、
九
〜
一
八
頁
、
二
〇
一
三
年
）。
(4
)
と
も
に
『
東
洋
学
報
』
一
七
巻
二
号
（
一
九
二
八
年
）、
二
一
巻
二
号
（
一
九
三
四
年
）。
後
に
『
日
支
佛
教
史
論
攷
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
五
七
年
、
原
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
に
収
め
ら
れ
る
。
(5
)
善
導
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
日
中
礼
、『
観
経
疏
』、『
法
事
讃
』
に
説
か
れ
て
い
る
讃
偈
は
み
な
律
動
が
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
の
礼
讃
偈
（
と
く
に
敦
煌
石
室
文
献
）
も
概
ね
そ
う
し
た
配
慮
が
な
さ
れ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
拙
著
〔
二
〇
一
五
〕）。
(6
)
山
崎
宏
「
北
周
の
麟
趾
殿
と
北
斉
の
文
林
館
」『
中
国
仏
教
・
文
化
史
の
研
究
』
所
収
（
法
藏
館
、
一
九
八
一
年
、
初
出
は
一
九
七
二
年
）。
(7
)
北
斉
の
有
能
な
文
士
一
八
人
が
選
抜
さ
れ
て
北
周
の
都
長
安
に
招
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
北
斉
書
』
巻
四
二
列
伝
三
三
の
陽
休
之
の
伝
に
見
え
て
い
る
。
(8
)
煬
帝
の
詩
文
に
関
し
て
は
、
道
坂
昭
広
「
隋
の
煬
帝
に
つ
い
て
そ
の
詩
に
関
す
る
一
考
察
」（『
中
国
文
学
報
』
三
七
、
一
九
八
六
年
）
や
、
矢
淵
孝
良
「
隋
の
煬
帝
と
唐
の
太
宗
詩
作
に
み
る
個
性
の
相
違
」（『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
人
文
科
学
篇
』
三
〇
・
一
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
以
上
の
論
文
で
は
、
煬
帝
が
唐
代
で
は
暴
君
と
貶
め
ら
れ
る
一
方
で
、
第
二
代
太
宗
か
ら
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
(9
)
拙
文
「
中
国
初
期
浄
土
教
再
探
」『
仏
学
研
究
』
中
国
北
京
、
二
〇
〇
七
年
。
『
日
中
浄
土
』
一
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）。
(10
)
内
藤
虎
二
郎
「
聖
武
天
皇
宸
翰
雑
集
」（『
支
那
学
』
二
巻
三
号
、
一
九
二
一
年
。
後
に
『
研
幾
小
録
』
二
二
七
頁
、
弘
文
堂
、
一
九
二
八
年
）
に
、「
隋
大
主
と
は
即
ち
煬
帝
な
り
」
と
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
こ
の
説
に
従
っ
て
い
る
。
(11
)
二
つ
の
仮
説
と
は
、
①
彦
琮
が
讃
文
を
作
り
「
浄
土
詩
」
と
名
づ
け
て
煬
帝
に
贈
り
、
煬
帝
は
そ
れ
を
自
ら
の
創
作
に
帰
し
た
（
た
だ
し
専
門
家
の
間
で
は
彦
琮
作
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
）。
そ
れ
を
日
本
の
留
学
生
が
そ
の
ま
ま
大
業
主
の
作
と
し
て
将
来
し
、
聖
武
天
皇
も
そ
れ
を
信
じ
た
と
い
う
仮
説
。
②
『
浄
土
詩
』
は
作
者
未
詳
の
ま
ま
日
本
に
将
来
さ
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の
写
本
に
は
「
大
業
」
の
書
写
年
月
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
大
業
主
」
と
作
者
名
を
加
え
た
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
岩
井
大
慧
『
日
支
佛
教
史
論
攷
』
六
五
〜
六
八
頁
（
東
洋
文
庫
、
一
九
五
七
年
）。
(12
)
た
だ
し
『
旧
唐
書
』
巻
四
七
経
籍
下
と
『
新
唐
書
』
巻
六
〇
芸
文
四
に
は
と
も
に
「
隋
煬
帝
集
三
十
巻
」
と
著
録
す
る
。
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
二
一
(13
)
前
掲
道
坂
昭
広
〔
一
九
八
六
〕、
矢
淵
孝
良
〔
一
九
九
二
〕。
(14
)
前
掲
岩
井
大
慧
〔
一
九
二
八
〕
は
、
彦
琮
伝
に
彦
琮
が
撰
述
し
た
『
唱
導
法
』
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
を
儀
礼
書
と
推
定
し
、
こ
の
中
に
『
浄
土
詩
』
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
柴
田
泰
山
〔
二
〇
一
八
〕
で
は
、
彦
琮
が
仏
菩
薩
の
名
を
称
え
る
こ
と
で
地
獄
か
ら
逃
れ
出
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
夢
を
見
て
、
そ
れ
を
高
祖
文
帝
に
告
げ
る
と
、
文
帝
は
彦
琮
に
そ
の
夢
を
記
録
し
て
道
俗
の
警
誡
と
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
た
と
い
う
彦
琮
伝
の
記
事
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
『
浄
土
詩
』
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
「
大
業
主
」
は
文
帝
（
楊
堅
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
ら
両
氏
の
推
論
に
は
賛
同
し
な
い
。
(15
)
和
韻
（
次
韻
、
用
韻
、
依
韻
）
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
修
次
「
六
朝
・
唐
代
の
和
韻
詩
の
変
遷
」（『
未
名
』
三
、
一
九
八
三
年
）。
ま
た
時
代
は
や
や
下
る
が
、
内
山
精
也
「
蘇
軾
次
韻
詩
考
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
七
、
一
九
九
八
年
）
も
参
照
。
(16
)
な
お
、
岩
井
〔
一
九
二
八
〕
に
は
「
か
く
て
彦
琮
伝
の
文
疏
を
撰
修
し
た
と
か
、
文
頌
を
呈
示
し
た
と
か
い
ふ
こ
と
も
意
義
が
あ
り
、
王
の
新
詠
旧
叙
は
恒
に
こ
れ
に
和
せ
し
め
た
こ
と
な
ど
の
こ
と
も
明
瞭
に
説
明
が
つ
く
や
う
で
あ
る
」
と
あ
り
、
ま
た
東
京
女
子
大
学
古
代
史
研
究
会
編
『
聖
武
天
皇
宸
翰
『
雑
集
』「
釈
霊
実
集
」
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
の
解
題
に
お
い
て
も
、「
大
興
国
寺
に
住
し
て
即
位
前
の
煬
帝
の
新
詠
旧
叙
に
和
し
た
と
伝
え
る
。
そ
う
し
た
関
係
で
、
煬
帝
の
集
に
収
載
さ
れ
た
彦
琮
の
作
が
煬
帝
作
と
五
人
さ
れ
た
か
、
或
い
は
元
来
減
租
う
に
よ
る
煬
帝
の
為
の
大
作
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
彦
琮
と
煬
帝
と
の
間
に
お
け
る
「
文
頌
の
呈
示
」
や
「
新
詠
旧
叙
に
和
す
」
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
こ
の
『
浄
土
詩
』
の
成
立
を
推
測
し
て
い
る
。
(17
)
た
だ
し
、
厳
密
に
言
え
ば
、
用
韻
と
は
す
べ
て
の
韻
字
を
共
有
し
て
い
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
隋
と
い
う
時
代
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
や
緩
慢
な
用
韻
詩
で
も
許
容
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
(18
)
次
韻
詩
の
作
詩
が
流
行
す
る
の
は
中
唐
以
後
で
あ
る
が
、
前
掲
鈴
木
修
次
〔
一
九
八
三
〕
は
、「
次
韻
詩
の
誕
生
は
、
中
唐
の
白
楽
天
・
元
稹
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
説
か
れ
て
き
た
が
、
次
韻
詩
の
可
能
性
は
、
六
朝
時
代
に
も
梁
の
昭
明
太
子
の
例
、
陳
の
後
主
の
例
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
隋
以
前
に
お
い
て
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
そ
の
作
例
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
(19
)
前
掲
の
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
二
六
九
九
頁
、『
大
正
蔵
』
五
二
・
三
六
〇
上
。
(20
)
前
掲
の
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
二
六
九
九
頁
、『
大
正
蔵
』
五
二
・
三
六
〇
上
。
(21
)
諸
葛
潁
の
和
詩
は
入
声
職
韻
に
よ
り
、
虞
世
南
の
和
詩
は
平
声
侵
韻
に
よ
っ
て
押
韻
さ
せ
て
い
る
（
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
二
七
〇
四
頁
、
二
七
一
九
頁
）。
(22
)
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
二
六
九
八
頁
〜
二
七
〇
〇
頁
。
(23
)
逯
欽
立
〔
一
九
八
三
〕
二
七
一
八
頁
〜
二
七
一
九
頁
。
(24
)
た
だ
し
校
訂
に
よ
っ
て
「
言○
」
を
「
語●
」
に
改
め
た
。
(25
)
た
だ
し
「
隋
大
業
主
浄
土
詩
」
と
命
名
し
た
者
が
聖
武
天
皇
だ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
す
で
に
中
国
に
お
い
て
命
名
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
し
、
本
書
を
舶
載
し
た
遣
唐
使
節
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
西
方
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
の
讃
歌
を
「
偈
」
と
表
記
せ
ず
、「
詩
」
と
表
記
す
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
出
家
者
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
在
俗
知
識
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
さ
い
と
う
た
か
の
ぶ
仏
教
学
部
）
二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
八
日
受
理
『
浄
土
詩
』
の
作
者
と
そ
の
文
学
性
（
齊
藤
隆
信
）
二
二
